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市内でも大きな被害が発生市内でも大きな被害が発生
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こ
の
冬
は
、
強
い
寒
気
の
影
響
で
昨
年

十
二
月
か
ら
断
続
的
に
雪
が
降
り
、
市
で

は
、
例
年
に
比
べ
て
早
い
時
期
か
ら
道
路

の
除
排
雪
な
ど
を
行
い
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
年
が
明
け
て
も
断
続
的
な
降

雪
が
続
き
、
一
月
四
日
に
は
、
田
上
観
測

所
で
一
日
の
降
雪
量
が
六
十
一
㌢
を
記
録

す
る
と
い
う
大
雪
に
見
舞
わ
れ
ま
し
た
。

　

市
は
、
こ
の
大
雪
に
対
す
る
雪
害
対
策

本
部
を
十
二
月
二
十
二
日
に
設
置
し
ま
し

た
が
、
市
内
で
は
雪
に
よ
る
人
的
被
害
が

発
生
し
、
道
路
や
河
川
な
ど
に
は
倒
木
も

あ
り
、
一
部
の
地
域
で
は
倒
木
の
影
響
で

停
電
と
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、
そ
の
他
に

も
建
物
の
破
損
や
、
農
業
関
係
で
は
ハ
ウ

ス
な
ど
の
施
設
に
被
害
が
発
生
し
ま
し
た
。

　

そ
し
て
一
月
中
旬
に
な
る
と
、
今
度
は

寒
気
が
弱
ま
っ
て
降
雨
と
な
り
、
こ
れ
ま

で
積
も
っ
た
多
く
の
雪
に
水
分
を
含
み
、

さ
ら
に
雪
に
よ
る
被
害
が
拡
大
し
ま
し
た
。

　

こ
の
雪
の
重
み
の
影
響
で
、
落
雪
な
ど

に
よ
り
非
住
家
の
全
壊
や
半
壊
な
ど
も
起

こ
り
ま
し
た
が
、
深
刻
な
大
き
い
被
害
と

な
っ
て
い
る
の
が
、
市
の
基
幹
産
業
で
あ

る
農
業
関
係
で
す
。

　

農
業
用
施
設
の
被
害
で
は
、
ハ
ウ
ス
や

ぶ
ど
う
棚
の
倒
壊
な
ど
が
起
こ
り
、
ま
た
、

農
産
物
の
被
害
と
し
て
は
果
樹
の
樹
体
が

被
害
を
受
け
、
現
在
も
雪
が
解
け
る
に
つ

れ
、
こ
の
樹
体
へ
の
被
害
に
つ
い
て
報
告

が
あ
げ
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

今
後
も
暖
か
く
な
る
に
つ
れ
、
こ
の
大

雪
に
よ
る
農
産
物
へ
の
被
害
の
確
認
は
、

よ
り
一
層
拡
大
す
る
恐
れ
が
あ
り
、
依
然

と
し
て
予
断
を
許
さ
な
い
状
況
と
な
っ
て

い
ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
、
市
内
の
田
上
で
観
測
し
て

積
雪
量
が
多
か
っ
た
の
は
、「
昭
和
」
で
は

昭
和
五
十
六
年
二
月
の
一
八
〇
㌢
と
、
昭

和
五
十
九
年
二
月
の
二
一
〇
㌢
（
記
録
に

残
っ
て
い
る
中
で
は
最
大
の
積
雪
量
）
と

な
っ
て
お
り
、
ど
ち
ら
の
年
も
雪
に
よ
る

大
き
な
被
害
を
受
け
、
雪
害
に
対
応
す
る

た
め
の
対
策
本
部
が
設
置
さ
れ
ま
し
た
。

　

そ
の
後
「
平
成
」
に
入
っ
て
か
ら
も
、

今
年
一
月
四
日
の
二
〇
〇
㌢
と
い
う
積
雪

量
は
、
昭
和
五
十
九
年
の
最
大
積
雪
量
に

続
い
て
二
番
目
に
多
く
、
市
で
は
、
現
在

も
雪
害
対
策
本
部
を
設
置
し
て
お
り
、
雪

害
へ
の
対
応
を
し
て
い
ま
す
。

�
雪
に
よ
り
倒
壊
し
た

　

ブ
ド
ウ
ハ
ウ
ス

�
大
雪
に
よ
り
除
雪
を

し
て
も
道
路
に
雪
が

あ
ふ
れ
排
雪
も
行
わ

れ
ま
し
た

�
排
雪
場
所
も
次
々
に
雪

が
運
ば
れ
て
大
き
な
雪

山
と
な
り
ま
し
た

最
大
積
雪
量
の
状
況
（
表
１
）

最近５年間と過去の記録的な最大積雪量
(表１)

備　　　考最大積雪量 （cm）記録年月日年度
 雪害対策本部を設置
（昭和56年1月12日）１８０昭和56年２月５日昭和55年度
 豪雪災害対策本部を設置
（昭和59年2月11日）２１０昭和59年２月10日昭和58年度

１０７平成13年１月19日平成12年度

　８８平成14年１月６日平成13年度

１１３平成15年１月25日平成14年度
 農作物気象災害対策本部を設置
（平成15年12月24日）　８９平成16年１月15日平成15年度

１２２平成17年１月22日平成16年度
 雪害対策本部を設置
（平成17年12月22日）２００平成18年１月４日平成17年度

※平成15年度は短期間に大雪が降り、農作物に大きな被害が発生しました。

３　平成１8年３月　広報なかの

▲雪の重みでりんごの幹や枝が　
　折れました

最
近
の
積
雪
量
の
状
況

農業関係の被害状況
(表２)　（平成18年2月21日現在）

　

近
年
、
暖
冬
と
言
わ
れ
る
こ
と
が
多
く
、

そ
れ
ほ
ど
大
雪
と
い
う
状
況
は
記
憶
に
あ

り
ま
せ
ん
が
、
今
年
度
は
最
近
に
は
な
い

雪
の
多
い
年
度
と
な
り
ま
し
た
。

　

過
去
五
年
間
の
最
大
積
雪
量
（
表
１
及

び
左
グ
ラ
フ
）
を
比
べ
て
み
て
も
、
各
年

の
最
大
積
雪
量
と
一
メ
ー
ト
ル
近
い
差
が

あ
る
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
に
雪
の
量
が
多
い
た
め
、
道

路
の
除
雪
作
業
を
行
っ
た
だ
け
で
は
道
幅

が
狭
く
、
通
行
に
支
障
を
及
ぼ
す
た
め
、

排
雪
作
業
も
頻
繁
に
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
そ
の
除
雪
し
た
雪
を
捨
て
る
排

雪
場
所
も
山
積
み
と
な
り
、
雪
捨
て
場
の

確
保
が
心
配
さ
れ
る
ほ
ど
、
非
常
に
多
い

雪
の
量
で
あ
り
ま
し
た
。

 （
二
月
二
十
一
日
現
在 ・ 
表
２
及
び
表
３
）

　

今
回
の
大
雪
に
よ
り
、
既
に
農
業
関
係

で
は
多
く
の
被
害
が
確
認
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

施
設
関
係
の
被
害
で
は
、
ブ
ド
ウ
や
サ

ク
ラ
ン
ボ
の
ハ
ウ
ス
以
外
に
、
ブ
ド
ウ
の

露
地
棚
な
ど
の
倒
壊
が
発
生
し
ま
し
た
。

こ
の
施
設
関
係
の
被
害
は
、
面
積
で
約
九

・
六
四
㌶
、
件
数
は
一
一
六
件
（
棟
）、
金

額
に
し
て
約
三
、
二
四
三
万
円
以
上
に
の

ぼ
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
農
産
物
の
被
害
は
、
リ
ン
ゴ
、

ブ
ド
ウ
、
そ
し
て
モ
モ
な
ど
を
始
め
と
す

る
果
樹
の
樹
体
が
被
害
を
受
け
ま
し
た
。

こ
の
被
害
は
市
内
全
域
で
確
認
さ
れ
て
お

り
、
面
積
は
約
七
四
二
・
二
㌶
、
被
害
金

額
は
約
四
億
三
、
二
五
七
万
円
、
と
い
う

非
常
に
大
き
な
被
害
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

な
お
、
こ
の
樹
体
被
害
は
現
在
も
調
査

し
て
お
り
ま
す
が
、
積
雪
に
よ
り
園
地
な

ど
の
確
認
が
で
き
な
い
と
こ
ろ
も
あ
り
、

今
後
も
雪
が
解
け
る
に
つ
れ
、
か
な
り
の

大
き
な
被
害
が
確
認
さ
れ
る
こ
と
が
懸
念

さ
れ
ま
す
。

農
業
関
係
の
被
害
状
況

最
近
の
積
雪
量
の
状
況

積雪量の比較

被害金額
(千円）

件数
（棟数）

面 積
（ha）作物名

209,230303.9リンゴ

樹
体
被
害

農
産
物
被
害

62,239269.7ブドウ

110,450108.1モ　モ

16,27914.5桜　桃

5,2438.8和　梨

5,22010.4洋　梨

23,71026.7プラム

2030.1その他

432,574742.2計

19,378382.82ぶどうハウス

施
設
関
係

7,257575.84ぶどう棚

1,94960.14サクランボハウス

3,855150.84その他

32,4391169.64計

465,013232751.8合　　　　計

面積 
（ha）地区名

 23.0中野地区

中
野
地
域

 7.7日野地区

 2.7延徳地区

 18.4平野地区

 44.1高丘地区

 88.0長丘地区

225.3平岡地区

166.1科野地区

 69.9倭地区

 72.8豊井地区豊
田
地
域  24.2永田地区

742.2合   計

▲ブドウ棚もほとんど雪で覆われました
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中
野
市
地
域
防
災
計
画
は
、
地
域
に
係

る
災
害
予
防
対
策
、
災
害
応
急
対
策
、
災

害
復
旧
･
復
興
対
策
を
実
施
す
る
こ
と
に

よ
り
、
市
に
お
け
る
土
地
の
保
全
と
住
民

の
生
命
、
財
産
を
災
害
か
ら
保
護
す
る
こ

と
を
目
的
と
し
た
計
画
で
す
。

　

今
回
、
市
民
の
皆
さ
ん
の
ご
意
見
を
反

映
さ
せ
る
た
め
、
こ
の
計
画
に
つ
い
て
の

ご
意
見
を
募
集
し
ま
す
。

募
集
期
限　

三
月
十
七
日�
ま
で

提
出
方
法　

郵
送
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
、
Ｅ
メ
ー
ル

そ
の
他　

計
画
の
素
案
は
、
市
役
所
庶
務

課
及
び
豊
田
支
所
総
務
課
、
ま
た
は
市
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
閲
覧
で
き
ま
す

提
出
・
問
い
合
わ
せ
先

市
役
所
庶
務
課
防
災
係

〒　

―　

中
野
市
三
好
町
一
丁
目
三
番
十

383

8614

九
号
（�
�
２
１
１
１
内
線
２
８
５
、
Ｆ

Ａ
Ｘ�
０
３
４
９
）

Ｅ
メ
ー
ル

bosai@
city.nakano.nagano.jp

地
域
防
災
計
画
案
の
意
見
募
集

農産物の
地区別被害面積
(表３）    　
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近
年
、
農
村
の
高
齢
化
、
農
業
の
国
際

競
争
へ
の
対
応
、
環
境
意
識
の
高
ま
り
な

ど
、
こ
う
し
た
状
況
が
重
な
っ
て
日
本
の

水
・
土
・
里
は
、
今
、
大
き
な
変
革
期
を

迎
え
て
い
ま
す
。
農
林
水
産
省
で
は
、
日

本
の
美
し
く
豊
か
な
水
・
土
・
里
を
育
て
、

ま
た
維
持
し
て
い
く
こ
と
が
大
切
と
考
え
、

今
回
、
そ
の
中
で
も
農
業
の
用
水
を
テ
ー

マ
と
し
た
疏
水
百
選
が
実
施
さ
れ
、
中
野

市
八
ヶ
郷
土
地
改
良
区
の
『
八
ヶ
郷
用
水
』

が
こ
の
百
選
に
選
ば
れ
、
全
国
の
一
般
投

票
で
二
十
七
位
と
な
り
ま
し
た
。

　

疏
水
と
は
、
か
ん
が
い
・
給
水
な
ど
の

た
め
に
新
た
に
土
地
を
切
り
開
き
、
水
路

を
設
け
て
通
水
さ
せ
る
と
い
う
も
の
で
、

約
四
十
万�
に
も
及
ぶ
食
料
供
給
の
基
盤

で
あ
り
、
国
土
・
環
境
保
全
、
美
し
い
景

観
の
形
成
な
ど
多
面
的
機
能
を
発
揮
す
る

国
民
共
有
の
資
産
で
、
長
い
歴
史
の
中
で

育
ま
れ
、
地
域
に
よ
っ
て
守
ら
れ
て
き
ま

し
た
。
し
か
し
、
過
疎
化
、
高
齢
化
等
に

よ
り
、
そ
の
保
全
管
理
が
困
難
に
な
り
つ

つ
あ
る
た
め
、
国
民
全
体
で
保
全
活
動
に

取
り
組
み
、
次
世
代
に
継
承
し
て
い
く
こ

と
が
必
要
で
あ
り
、
国
民
的
な
運
動
と
し

て
進
め
る
と
い
う
こ
と
か
ら
、
こ
の
「
疏

水
百
選
」
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

 「
疏
水
百
選
」 選
定
の
経
過

○
候
補
地
区
の
募
集

平
成
十
七
年
六
月
〜
八
月

（
応
募
総
数　

四
百
九
十
九
件
）

○
一
次
選
定
後
の
候
補　

二
百
八
十
四
地
区

○
投
票
期
間　

平
成
十
七
年
十
月
二
十
日

〜
十
二
月
十
一
日

○
投
票
総
数　

約
二
十
二
万
六
千
件

 
内
訳  
イ 
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト 
約
十
二
万
二
千
件

      
ハ
ガ
キ
、
Ｆ
Ａ
Ｘ  
約
十
万
四
千
件

○
疏
水
百
選
の
決
定　

平
成
十
八
年
一
月
二
十
七
日
に
疏
水
百
選

百
十
地
区
が
決
定
（
八
ヶ
郷
用
水
が
認
定
）

○
選
定
の
ポ
イ
ン
ト

①
農
業
・
振
興
に
役
立
っ
て
い
る
か

②
歴
史
・
文
化
・
伝
統
が
あ
る
か

③
環
境
・
景
観
に
す
ぐ
れ
て
い
る
か

④
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
形
成
を
担
っ
て
い
る
か

 
八
ヶ
郷
と
は
…

　

古
く
か
ら
夜
間
瀬
川
中
野
扇
状
地
に
発

達
し
た
郷
村
〈
更
科
、
小
田
中
、
西
条
、

吉
田
、
一
本
木
、
若
宮
、
竹
原
、
中
野

（
松
川
を
含
む
）〉に
よ
る
水
利
共
同
体
の

こ
と
で
、
水
田
と
畑
を
合
わ
せ
て
、
約
五

百
三
十
㌶
の
受
益
地
を
有
し
て
い
ま
す
。

　

そ
の
用
水
は
、
志
賀
高
原
の
深
山
幽
谷

の
水
を
集
め
て
流
れ
る
横
湯
川
と
角
間
川

が
合
流
し
て
な
る
夜
間
瀬
川
か
ら
取
水
し
、

分
水
槽
に
よ
り
八
ヶ
郷
の
六
つ
の
堰
へ
規

定
の
大
き
さ
の
分
水
口
を
通
し
て
送
ら
れ

て
い
ま
す
。
ま
た
、
こ
の
用
水
の
源
流
と

な
る
志
賀
高
原
の
大
沼
池
・
琵
琶
池
の
ほ

か
、
群
馬
県
側
に
位
置
す
る
ガ
ラ
ン
沢
よ

り
十
七
箇
所
の
沢
水
を
集
め
、
隧
道
（
ず

い
ど
う
）
等
に
よ
り
山
腹
を
約
六
㌔
引
水

し
た
寒
沢
堰
が
、
一
八
九
二
年
に
開
削
さ

れ
る
な
ど
、
常
に
貯
水
量
の
維
持
及
び
用

水
の
確
保
に
努
め
て
き
ま
し
た
。

　

い
ず
れ
も
、
先
人
達
の
偉
業
に
よ
る
引

水
で
、
中
野
市
の
肥
沃
な
農
地
を
潤
す
大

切
な
水
と
な
り
、
地
域
住
民
の
水
へ
の
意

識
の
変
革
を
も
た
ら
し
ま
し
た
。

 
八
ヶ
郷
用
水
の
特
徴

・
志
賀
高
原
の
清
冽
な
水
を
水
源
と
し
、

六
つ
の
堰
で
八
つ
の
郷
を
潤
し
て
い
る
。

清
ら
か
な
水
が
流
れ
る
堰
に
は
、
ホ
タ

ル
・
サ
ワ
ガ
ニ
・
シ
ジ
ミ
が
生
息
す
る

な
ど
自
然
環
境
が
保
た
れ
て
い
る
。

・
開
削
以
降
、
地
域
住
民
の
生
活
に
密
接

に
か
か
わ
り
、
堰
周
辺
の
水
辺
環
境
は

地
域
住
民
に
憩
い
と
安
ら
ぎ
を
提
供
し

て
い
る
。

・
用
水
の
源
流
で
あ
る
大
沼
池
・
琵
琶
池

は
志
賀
高
原
の
周
囲
の
山
々
と
と
も
に

豊
か
な
自
然
景
観
を
形
成
し
て
い
る
。

疏
水
百
選
に 『
八八八八八八八八八八八八八八八八八八八八八八八八八八八八八八八八
ヶヶヶヶヶヶヶヶヶヶヶヶヶヶヶヶヶヶヶヶヶヶヶヶヶヶヶヶヶヶヶヶ
郷郷郷郷郷郷郷郷郷郷郷郷郷郷郷郷郷郷郷郷郷郷郷郷郷郷郷郷郷郷郷郷
用用用用用用用用用用用用用用用用用用用用用用用用用用用用用用用用
水水水水水水水水水水水水水水水水水水水水水水水水水水水水水水水水

八
ヶ
郷
用
水
』 が
選
ば
れ
ま
し
た

▲更科堰に位置する妙法寺大門分水工

�
各
堰
へ
の
安
定
配
分
の
要
で

　

あ
る
松
崎
分
水
槽

中野市八ヶ郷土地改良区の概要
１６世紀　　  中野堰各堰の開削
１７世紀後半  八ヶ郷水利組織の確立(八ヶ村用
　　　　　　水組合)
１８７３年　    中野町外八ヶ村用水組合
(明治６年)
１８７５年　 　 中野町外七ヶ村用水組合
(明治８年)
１８９３年　 　 下高井郡夜間瀬川八ヶ郷普通水利
　　　　　　組合
(明治26年) 
１９０８年　 　 水利組合法の制定
(明治41年)
１９２４年　 　 耕地整理組合を制定
(大正13年)
１９４９年　 　土地改良法の公布
(昭和24年)
１９５１年　 　 八ヶ郷水利組合設立（任意）
(昭和26年8月)
１９７２年　 　 中野市八ヶ郷土地改良区設立
(昭和42年2月)
２００４年　 　 組合員１,０１７名
(平成16年度末) 地区面積　５２９.９ha
　　　　　　 　　　田　　２２４.９ha
　　　　　　 　　　畑　　３０５.０ha

　

二
月
三
日
、
市
役
所
で
栄
誉
賞

の
表
彰
式
を
行
い
ま
し
た
。

　

今
回
、
栄
誉
賞
を
受
賞
し
た
の

は
、
高
社
中
学
校
三
年
の
佐
藤
か

お
り
さ
ん
（
金
井
在
住
）
で
す
。

表
彰
式
に
は
本
人
と
家
族
、
議
会

の
代
表
、
そ
し
て
学
校
関
係
者
が

出
席
し
、
青
木
市
長
か
ら
表
彰
状

と
記
念
品
が
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。

　

佐
藤
さ
ん
は
、
平
成
十
七
年
十

二
月
二
十
四
日
か
ら
十
二
月
二
十

七
日
に
開
催
さ
れ
た
「
第
十
九
回

全
国
都
道
府
県
対
抗
中
学
バ
レ
ー

ボ
ー
ル
大
会
」
に
お
い
て
、
長
野

県
選
抜
チ
ー
ム
の
選
手
と
し
て
出

場
し
、
同
チ
ー
ム
の
優
勝
に
貢
献

し
た
こ
と
か
ら
、
こ
の
功
績
を
た

た
え
栄
誉
賞
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

　

栄
誉
賞
は
、「
ス
ポ
ー
ツ
の
分
野

に
お
い
て
顕
著
な
成
績
を
あ
げ
た

も
の
又
は
学
術
、
芸
術
そ
の
他
の

分
野
に
お
い
て
文
化
の
興
隆
に
貢

献
し
た
も
の
で
、
市
民
に
明
る
い

希
望
を
与
え
た
も
の
」
に
対
し
て

表
彰
す
る
こ
と
と
し
て
お
り
、
今

回
の
栄
誉
賞
は
、
新
し
い
中
野
市

と
な
っ
て
初
め
て
の
表
彰
と
な
り

ま
す
。

高
社
中
学
校
三
年

   
佐
藤
か
お
り
さ
ん

第19回全国都道府県対抗
中学バレーボール大会
長野県選抜チームで優勝

佐藤かおりさんに
栄 誉 賞

　

平
成
十
七
年
八
月
か
ら
、
南
宮

中
学
校
武
道
場
の
新
設
工
事
を
進

め
て
ま
い
り
ま
し
た
が
、
こ
の
た

び
完
成
し
、
二
月
二
十
日
、
現
地

で
し
ゅ
ん
工
式
を
行
い
ま
し
た
。

　

当
日
は
式
に
先
立
ち
、
関
係
者

の
手
に
よ
り
テ
ー
プ
カ
ッ
ト
が
行

５　平成１8年３月　広報なかの

▲しゅん工を記念したテープカット

南宮中学校の
武道場が

わ
れ
ま
し
た
。

　

続
く
式
典
で
は
、
市
長
の
あ
い

さ
つ
や
学
校
長
及
び
生
徒
会
長
か

ら
喜
び
の
こ
と
ば
な
ど
が
述
べ
ら

れ
、
出
席
さ
れ
た
皆
さ
ん
全
員
で
、

新
し
い
武
道
場
の
完
成
を
祝
い
ま

し
た
。

構
造　

鉄
骨
造
二
階
建
て

延
べ
床
面
積　

五
百
十
三
平
方
㍍

主
な
施
設

一
階　

ピ
ロ
テ
ィ
、
ホ
ー
ル

二
階　

剣
道
場
、
柔
道
場
、
男
女

　
　
　

更
衣
室
、
器
具
庫
、
防
具

　
　
　

庫
等

総
事
業
費　

一
億
六
千
二
百
二
十
万
四
千
円

施
設
の
概
要

　

二
月
十
七
日
、
青
木
市
長
は
信

州
大
学
医
学
部
を
訪
問
し
、
産
学

官
の
連
携
に
つ
い
て
大
橋
医
学
部

長
と
懇
談
し
ま
し
た
。

　

信
大
医
学
部
は
、
大
学
全
体
で

組
織
し
て
い
る
産
学
官
連
携
推
進

本
部
に
医
学
部
独
自
の
知
的
財
産

活
用
セ
ン
タ
ー
を
設
置
し
、
医
療

や
看
護
分
野
な
ど
か
ら
の
多
角
的

な
社
会
貢
献
を
目
指
し
て
お
り
、

市
は
経
済
分
野
な
ど
で
も
連
携
が

で
き
れ
ば
と
考
え
、
意
見
交
換
を

お
願
い
し
た
も
の
で
す
。
ま
た
、

併
せ
て
北
信
総
合
病
院
の
深
刻
な

医
師
不
足
が
懸
念
さ
れ
て
い
る
問

題
に
つ
い
て
、
同
学
部
へ
の
協
力

を
お
願
い
し
ま
し
た
。

　

産
学
官
の
取
り
組
み
や
知
的
財

産
の
管
理
を
医
学
部
独
自
で
強
化

推
進
し
て
い
る
の
は
全
国
的
に
も

珍
し
い
と
の
こ
と
で
、
同
学
部
の

方
針
や
姿
勢
の
積
極
さ
が
理
解
で

き
た
と
こ
ろ
で
あ
り
、
市
と
し
て

は
今
後
、
課
題
や
目
標
を
整
理
し

信信信信信信信信信信信信信信信信信信信信信信信信信信信信信信信信信信信信信信信信信信信信信信信信信信
州州州州州州州州州州州州州州州州州州州州州州州州州州州州州州州州州州州州州州州州州州州州州州州州州州
大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大
学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学
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学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学
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信
州
大
学
医
学
部
長
と
青
木
市
長
が
懇
談

完成
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�����������������

た
中
で
協
議
し
て
い
き
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。



平成１8年３月　広報なかの  ６

　

四
月
三
十
日
に
任
期
満
了
と
な
る
中
野

市
議
会
議
員
の
一
般
選
挙
が
、
四
月
十
六

日
告
示
、
二
十
三
日
（
日
）
に
投
票
が
行

わ
れ
ま
す
。

　

な
お
、
定
数
は
二
十
二
人
と
な
り
ま
す
。

立
候
補
予
定
者
説
明
会

　

中
野
市
議
会
議
員
一
般
選
挙
の
立
候
補

予
定
者
説
明
会
を
次
の
日
程
で
開
催
い
た

し
ま
す
の
で
、
立
候
補
予
定
者
お
よ
び
関

係
者
は
、
ご
出
席
く
だ
さ
い
。

期
日　

三
月
二
十
一
日
（
火
）

時
間　

午
前
十
時

場
所　

中
野
市
市
民
会
館
二
階

　
　
　

四
十
一
号
会
議
室

郵
便
に
よ
る
不
在
者
投
票

●
郵
便
等
投
票
制
度

　

身
体
に
障
害
が
あ
る
た
め
、
投
票
所
へ

出
か
け
る
こ
と
が
で
き
な
い
方
を
対
象
と

し
て
、
郵
便
等
に
よ
る
不
在
者
投
票
を
す

る
こ
と
が
で
き
る
（
自
宅
等
で
投
票
用
紙

に
記
入
す
る
こ
と
の
で
き
る
）
制
度
で
す
。

　

対
象
と
な
る
方
は
、
下
の
表
に
該
当
す

る
方
で
す
。

●
代
理
記
載
制
度

　

こ
れ
は
、
郵
便
投
票
制
度
を
利
用
し
た

く
て
も
、
自
ら
投
票
用
紙
に
記
載
す
る
こ

と
が
で
き
な
い
方
を
対
象
に
、自
宅
で「
代

理
人
」
が
投
票
に
関
す
る
記
載
を
す
る
制

度
で
す
。

代
理
記
載
制
度
の
対
象
者

　

右
の
表
に
該
当
す
る
方
で
、
次
に
掲
げ

る
障
害
を
お
持
ち
の
方

・
身
体
障
害
者
手
帳
を
お
持
ち
の
方
で
上

　

肢
ま
た
は
視
覚
の
障
害
が
一
級
の
方

・
戦
傷
病
手
帳
を
お
持
ち
の
方
で
上
肢
ま

　

た
は
視
覚
の
障
害
が
特
別
項
症
か
ら
第

　

二
項
症
の
方

※
代
理
記
載
人
は
、
選
挙
権
の
あ
る
方
に

　

限
ら
れ
て
お
り
、
選
挙
管
理
委
員
会
に

　

届
出
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

な
お
、
郵
便
投
票
の
手
続
き
を
行
う
に

は
証
明
書
等
が
必
要
で
す
。
ま
た
、
証

明
書
の
郵
送
等
に
は
時
間
が
か
か
り
ま

す
の
で
、
お
早
め
に
選
挙
管
理
委
員
会

ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先　

市
選
挙
管
理
委
員
会
事

務
局
（�
�
２
１
１
１
内
線
３
２
４
）

　

区
の
さ
ま
ざ
ま
な
問
題
に
取
り

組
み
、
ま
た
、
区
と
市
と
を
結
ぶ

パ
イ
プ
役
と
し
て
ご
苦
労
い
た
だ

く
、
平
成
十
八
年
度
の
区
長
さ
ん

が
次
の
と
お
り
決
ま
り
ま
し
た
。

中
野
地
区　

中
町
・
見
波
勝
、
西

町
・
牧
俊
捷
、
東
町
・
小
林
光
雄
、

松
川
・
中
村
直
治
、
普
代
・
松
島

輝
男
、
東
松
川
・
横
田
久
夫
、
一

本
木
・
中
村
幸
次
、
栗
和
田
・
小

林
滋
、
西
条
・
小
林
和
人
、
上
小

田
中
・
滝
沢
巖
、
下
小
田
中
・
早

川
由
一
、
東
吉
田
・�
津
重
信
、

日
野
地
区　

間
山
・
小
林
重
保
、

新
野
・
中
山
功
次
、
更
科
・
小
根

澤
達
夫
、
高
遠
・
田
川
精
一
、
東

山
・
佐
藤
恒
夫

延
徳
地
区　

桜
沢
・
原
芳
弘
、
大

熊
・
佐
藤
昭
治
、
北
大
熊
・
柴
本

富
夫
、
小
沼
・
小
林
光
年
、
篠
井

・
木
村
茂
、
新
保
・
高
田
宣
男

平
野
地
区　

西
江
部
・
横
澤
勇
二
、

東
江
部
・
小
林
富
藏
、
泉
・
関
秀

男
、
岩
船
・
外
山
悟
郎
、
片
塩
・

岩
月
増
雄
、
七
瀬
・
藤
澤
伸
行
、

吉
田
・
町
田
基
吉
、
長
嶺
・
�
梨
政
延

高
丘
地
区　

安
源
寺
・
宮
島
正
道
、

草
間
・
酒
井
將
雄
、
日
和
・
近
藤

久
人
、
立
ヶ
花
・
近
藤
孝
次
郎
、

牛
出
・
長
谷
川
和
幸
、
栗
林
・
増

田
滿
、
大
俣
・
淺
沼
忠
雄

長
丘
地
区　

田
麦
・
篠
原
正
春
、

厚
貝
・
中
條
勝
作
、
壁
田
・
小
林

健
吉
、
古
牧
・
野
村
健
治

平
岡
地
区　

竹
原
・
阿
部
敏
春
、

金
井
・
佐
藤
均
、
西
笠
原
・
山
田

障害の程度傷病名対象者

１級か2級
両下肢・体幹・移動
機能の障害身体障害者

手帳をお持
ちの方で

１級から３級
心臓・腎臓・呼吸・ぼう
こう・直腸・小腸の障害

１級から３級免疫の障害
特別項症か
ら第２項症

両下肢・体幹・移動
機能の障害戦傷病手帳

をお持ちの
方で 特別項症か

ら第３項症
心臓・腎臓・呼吸・ぼう
こう・直腸・小腸の障害

要介護区分対象者

要介護５
介護保険の被保
険者証交付者

▼郵便等投票制度の対象者

平平成成1188年年度度のの区区長長ささんんでですす
～よろしくお願いいたします～

貞�
、
東
笠
原
・
久
野
敏
美
、
新

井
・
藤
沢
金
也
、
若
宮
・
山
口
粂

雄
、
北
間
長
瀬
・
小
田
切
勝
利
、

南
間
長
瀬
・
久
野
政
信
、
長
元
坊

・
丸
山
恒
夫

科
野
地
区　

赤
岩
・
佐
藤
榮
一
、

深
沢
・
上
原
正
博
、
越
・
池
田
榮
一

倭
地
区　

岩
井
・
山
田
宗
良
、
岩

井
東
・
池
田
信
一
、
田
上
・
三
井

武
司
、
柳
沢
・
永
沢
暢
良
、
中
小

屋
・
三
井
久
誌
、
牧
ノ
入
・
稲
葉
武
治

豊
津
地
区　

替
佐
・
清
野
武
、
笠

倉
・
関
愛
信
、
硲
・
小
林
郁
夫
、

奥
手
山
・
佐
藤
康
夫
、
美
沢
・
丸

山
豊
志

上
今
井
地
区　

上
今
井
・
神
田
尚
志

永
田
地
区　

穴
田
・
割
田
典
昭
、

毛
野
川
・
長
澤
良
延
、
南
永
江
・

傳
田
良
廣
、
北
永
江
・
宮
島
一
典
、

梨
久
保
・
水
野
博
文
、
涌
井
・
水

野
正
朗
、
親
川
・
中
村
收
一
、
三

俣
・
市
川
今
朝
男
、
赤
坂
・
田
中

悟
、
豊
田
深
沢
・
清
水
定
一

市
区
長
会
の
役
員
決
定

　

二
月
二
十
四
日
、
平
成
十
八
年
度

区
長
会
定
期
総
会
が
中
野
勤
労
者
福

祉
セ
ン
タ
ー
で
開
催
さ
れ
、
各
役
員

が
次
の
と
お
り
選
出
さ
れ
ま
し
た
。

会
長　

松
島
輝
男　

副
会
長　

佐
藤
昭
治
、�
梨
政
延
、

山
田
宗
良
、
神
田
尚
志

理
事　

佐
藤
恒
夫
、
近
藤
久
人
、

野
村
健
治
、
佐
藤
均
、
池
田
榮
一
、

清
野
武
、
宮
島
一
典

（
敬
称
略
）
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味
噌
を
全
国
に
先
駆
け
て
販
売
宣

伝
を
行
い
、
普
及
し
た
も
の
で
す
。

　

市
内
で
は
地
場
産
大
豆
で
作
っ

た
味
噌
や
農
林
水
産
大
臣
賞
を
受

賞
さ
れ
た
も
の
な
ど
、
こ
の
土
地

の
風
土
に
合
っ
た
誇
れ
る
も
の
が

作
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

『
味
噌
汁
は
朝
の
毒
消
し
』
と

い
う
こ
と
わ
ざ
が
あ
る
と
お
り
味

噌
は
優
れ
た
健
康
食
品
で
、
が
ん

予
防
、
コ
ル
ス
テ
ロ
ー
ル
の
抑
制
、

胃
潰
瘍
の
予
防
な
ど
、
体
内
の
余

分
な
脂
肪
を
溶
か
す
働
き
や
、
腸

内
の
老
廃
物
を
排
出
す
る
効
果
が

認
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
味
噌
の
主
原
料
で
あ
る

大
豆
も
『
畑
の
肉
』
な
ど
と
言
わ

れ
、
良
質
な
タ
ン
パ
ク
や
必
須

ア
ミ
ノ
酸
な
ど
の
栄
養
素
を
豊

富
に
含
ん
で
い
ま
す
。

　

味
噌
汁
を
飲
む
習
慣
は
健
康

に
と
て
も
良
い
事
が
分
か
り
ま

す
。
ぜ
ひ
、
毎
日
の
食
卓
に
地

元
の
味
噌
を
お
使
い
く
だ
さ
い
。

７　 平成１8年３月　広報なかの

　

味
噌
は
、
大
豆
・
麹
・
食
塩
を

混
ぜ
合
わ
せ
て
発
酵
熟
成
さ
せ

た
も
の
で
、
日
本
各
地
で
は
気
候

風
土
や
嗜
好
に
よ
っ
て
さ
ま
ざ

ま
な
味
噌
が
作
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

長
野
県
で
製
造
さ
れ
る
味
噌

は
、
昭
和
三
十
年
に
『
信
州
味
噌
』

と
し
て
商
標
登
録
を
し
、
そ
れ
ま

で
主
に
家
庭
で
作
ら
れ
て
い
た

味
噌
汁
、
飲
ん
で
い
ま
す
か
？

▲豊田農産物加工施設での味噌づくり

　国天然記念物に指定されている「十三崖のチョウゲン
ボウ繁殖地」は、近年営巣数が激減しています。
　昔のように、再び十三崖にたくさんのチョウゲンボウ
が舞う姿を取り戻すため、本市の自然や環境を見直し、
学ぶための講演会を開催します。
期日　３月１２日（日）
時間　午後１時３０分から３時３０分
会場　中央公民館講堂
内容　●生物多様性と自然再生
　　　― ふるさとの自然を育てるためのヒント ―
講師　鷲谷いづみ先生
　　　　（東京大学大学院農学生命科学研究科教授）

お早めに ！！
　この時期は、就職や進学、転勤等で引っ越しをする人
が多くなります。転居時の手続きは早めに行いましょう。
※届出の際には、届け出た方の本人確認をしますので、運転免
　許証などの写真付き身分証明書をお持ちください。

説　　　　明必要なもの届出の種類

・転出先の住所・世帯主を市民課窓口または豊田
支所市民環境課窓口へ届出いただきますと転出
証明書を交付します。転出証明書は転出先市町
村窓口で転入の手続きの際に提出してください。

１．転出届
（市民課・市民
環境課にありま
す）市外へ住所を移

すとき（引越し
をする前に）

・届出人の印鑑２．印鑑

・印鑑登録してある方は、印鑑登録証
・国民健康保険の加入者は保険証。学生が転
　出する場合は、在学証明書をご持参くださ
　い （ 間に合わないときは後日でも結構です）

３．その他

・今まで住んでいた市区町村窓口からあらか
　じめ交付を受けてください１．転出証明書

市外から中野市
へ住所を移すと
き（引越してか
ら１４日以内）

・中野市での住所の地番・行政区・世帯主を
　確認して届け出てください２．転入届

・届出人の印鑑３．印鑑

・中野市で国民健康保険に加入する方は、そ
　の旨を申し出てください
・国民年金の加入者は年金手帳

４．その他

・新しい住所の地番・行政区・世帯主を確認
　して届け出てください

１．転居届
（市民課・市民環
境課にあります）市内で住所を移

すとき（引越し
てから１４日以内） ・届出人の印鑑２．印鑑

・国民健康保険の加入者は保険証
・国民年金の加入者は年金手帳３．その他

・届出人の印鑑１．印鑑会社などをやめ
て国民健康保険、
国民年金に加入
するとき
（１４日以内）

・世帯主が既に国民健康保険に加入している
　ときは、その保険証
・年金手帳
・職場の健康保険をやめた証明書

２．その他

・届出人の印鑑１．印鑑会社などに就職
して国民健康保
険、国民年金を
やめるとき
（１４日以内）

・国民健康保険の保険証
・社会保険の保険証
・年金手帳

２．その他

問い合わせ先　市役所市民課（�２２－２１１１内線２３６）
　　　　　　　豊田支所市民環境課（�３８－３１１１内線１５２）

問い合わせ先　市役所水道課（ �２２－２１１１内線２８４）
　　　　　　　豊田支所水道係（�３８－３１１１内線１３１）
�
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ご利用くださいご利用ください 休休日日窓窓口口業業務務
　窓口業務をより便利にご利用いただけるように
するため、市民生活に関わりの深い業務について、
市役所本庁において、休日窓口業務を試行します。
実施日　３月19日（日）、３月26日（日）、
　　　　４月２日（日）、４月９日（日）
実施時間　午前８時30分から正午まで
※業務の詳細については、広報なかの２月号をご覧ください。

鳥の大学講演会
十三崖に再びチョ
ウゲンボウが舞う

中野市

転転 居居 のの

手手 続続 きき

説明必要なもの届出の種類

・水道を止める３日前までに
　届け出てください
・料金の精算をしていただきます

１．水道使用中止届
転居するとき
中野地域（来庁または
電話で受付）

上記と同様１．水道使用中止届転居するとき
豊田地域
（来庁のみ受付）

・届出人の印鑑２．印鑑

・１件1,500円３．手数料

・水道を使う３日前までに届
　け出てください１．給水申込書

入居するとき
（来庁のみ受付） ・申込人の印鑑２．印鑑

・（中野地域）１件　500円
・（豊田地域）１件1,500円３．手数料

・相続や売買などがあった場合は
　すみやかに届け出てください１．水道使用者等異動届水道所有者などが変

ったとき
（来庁のみ受付） ・届出人の印鑑２．印鑑
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北
信
州
の
春
の
風
物
詩
「
中
野

ひ
な
市
」
が
、
三
月
三
十
一
日�

と
四
月
一
日�
の
二
日
間
、
市
街

地
で
開
催
さ
れ
ま
す
。

■
中
野
土
び
な
展
示
即
売
市

　

奈
良
家
、
西
原
家
の
土
人
形
を

展
示
・
即
売
し
ま
す
。
な
お
、
数

に
は
限
り
が
ご
ざ
い
ま
す
の
で
、

ご
承
知
お
き
く
だ
さ
い
。

会
場　

中
野
商
工
会
議
所

■
西
原
邦
男
氏
追
悼
特
別
展

　

先
日
他
界
さ
れ
ま
し
た
土
人
形

師
の
故
西
原
邦
男
氏
を
追
悼
し
て

特
別
展
を
行
い
ま
す
。

会
場　

中
野
商
工
会
議
所

■
全
国
土
人
形
即
売
市

　

全
国
の
土
人
形
の
即
売
会
で
す
。

会
場　

中
野
陣
屋
・
県
庁
記
念
館

前
の
柳
通
り

■
土
び
な
絵
付
け
体
験

　

土
人
形
師
の
奈
良
久
雄
さ
ん
の

指
導
を
受
け
な
が
ら
、
土
び
な
の

絵
付
け
体
験
が
で
き
ま
す
。

会
場　

中
野
陣
屋
・
県
庁
記
念
館

前
の
柳
通
り

■
大
灯
籠
び
な
行
進

　

三
月
三
十
一
日
の
午
後
六
時
か

ら
大
灯
籠
び
な
と
子
供
び
な
が
街

を
練
り
歩
き
ま
す
。

会
場　

中
野
市
街
地

■
ふ
る
さ
と
の
お
内
裏
さ
ま
展

開
催
期
間　

三
月
二
十
二
日�
か

ら
四
月
七
日�

会
場　

中
野
陣
屋
・
県
庁
記
念
館

問
い
合
わ
せ
先　

市
役
所
商
工
観
光
課
商
工
係
（�

�
２
１
１
１
内
線
２
５
８
）
ま
た

は
中
野
商
工
会
議
所
（�
�
２
１

９
１
）

北信州に春を呼ぶ

「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「中中中中中中中中中中中中中中中中中中中中中中中中中中中中中中中中中中中中中中中中中中中中中中中中中中中中中中中中中中中中中中野野野野野野野野野野野野野野野野野野野野野野野野野野野野野野野野野野野野野野野野野野野野野野野野野野野野野野野野野野野野野野ひひひひひひひひひひひひひひひひひひひひひひひひひひひひひひひひひひひひひひひひひひひひひひひひひひひひひひひひひひひひひひなななななななななななななななななななななななななななななななななななななななななななななななななななななななななななななな市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」「中野ひな市」

固定資産台帳の　　　と　　　ができます！縦覧 閲覧

　固定資産税納税義務者の方は、縦覧期間中には、自己
所有およびそれ以外の土地、家屋について縦覧できます。

　４月１日から翌年３月31日までの間（ただし土・
日曜日、祝日を除く）、納税義務者本人や借地人、借
家人が固定資産台帳を閲覧することができます。

縦覧制度 閲覧制度

①土地価格等縦覧帳簿…所在、地番、地目、地積、価格
②家屋価格等縦覧帳簿…所在、家屋番号、種類、構造、
　　　　　　　　　　　床面積、価格

縦覧でき
る帳簿　

①土地又は家屋に係る固定資産税の納税者
　　└─納税通知書、課税明細書、運転免許証、保険証、
　　　　パスポート等のいずれか一つ
②土地又は家屋に係る固定資産税の納税者と同居の親族
　　└─納税通知書、課税明細書等のいずれか一つ
③納税管理人
　　└─納税通知書、課税明細書等のいずれか一つ
④固定資産税の納税者の代理人
　　└─委任状

縦覧でき
る人およ
び縦覧申
込に必要
なもの　

平成18年４月１日（土）から平成18年５月１日（月）
（ただし、土・日曜日、祝日を除く）

縦覧期間

午前８時３０分から午後５時１５分縦覧時間

無料縦覧手数料
市役所税務課
豊田支所総務課税務係

縦覧場所

縦覧帳簿のコピーは交付いたしません。また、デジカメ
等での撮影もできません。

縦覧帳簿
の交付　

※土地に対する固定資産税のみ納税している人は、家屋価格等
縦覧帳簿は縦覧することができません。また、家屋のみの場
合は、土地価格等縦覧帳簿は縦覧できません。

閲覧に対する対象固
定資産

閲覧を求めることができる者

当該納税義務に係る
固定資産

固定資産税の納税義務者

当該権利の目的であ
る土地

土地について賃借権その他の使用また
は収益を目的とする権利（対価が支払
われるものに限る）を有する者

当該権利の目的であ
る家屋およびその敷
地である土地

家屋について賃借権その他の使用また
は収益を目的とする権利（対価が支払
われるものに限る）を有する者

当該権利の目的であ
る固定資産

固定資産の処分をする
権利を有する一定の者

①土地又は家屋に係る固定資産税の納税者
　　└─納税通知書、課税明細書、運転免許証、
　　　　保険証、パスポート等のいずれか一つ
②借地人、借家人
　　└─賃貸借契約書等

閲覧申込
に必要な
もの　　

午前８時３０分から午後５時１５分閲覧時間

市役所税務課
豊田支所総務課税務係

閲覧場所

問い合わせ先　市役所税務課資産係 （�22-2111内線226）
　　　　　　　豊田支所総務課税務係 （�38-3111内線113）

中
野
ひ
な
市
の
催
し

３
月　

日
・
４
月
１
日

31

展
示
の
開
催

９　 平成１8年３月　広報なかの

犬を飼っている皆さんへ犬を飼っている皆さんへ　登録と狂犬病予防注射を！
生後91日以上の飼犬は、生涯１回の登録と毎年１回の狂犬病予防注射が義務付けられています。
新たに犬を飼われた方は、下記の日程により登録と狂犬病予防注射を実施してください。また、
すでに登録を済ませている方は、後日送付いたしますハガキをご持参のうえ、狂犬病予防注射を
実施してください。
手数料（１頭につき）　新規犬６， ２２０円（登録手数料・注射済票交付手数料・注射関係料金）
　　　　　　　　　　 登録犬３， ２２０円（注射済票交付手数料・注射関係料金）
（１次）

問い合わせ先　市役所環境課衛生係（�２２－２１１１内線２４５）・豊田支所市民環境課市民環境係（�３８－３１１１内線１５１）

実施時間実　施　場　所月日
９ :１０～９ :５０北信保健所中野支所４

月　

日�
　

10
１０:００～１０:２０西公園
１０:３０～１１:００東吉田区民会館
１１:１０～１１:３０西間公会堂
１３:００～１３:２０西条区民会館
１３:３０～１４:００下小田中公会堂
９ :２０～１０:００栗和田コミュニティセンター

４
月　

日�
11

１０:１０～１０:４０市民体育館前
１０:５０～１１:２０一本木南部研修センター
１３:００～１３:４０松川神社
１３:５０～１４:１０東町区民会館
１４:２０～１４:５０上小田中集落センター
９ :３０～１０:１０間山公民館４

月　

日�
12

１０:２０～１０:５０新野区民会館
１１:００～１１:１５高遠生活改善研修センター
１３:００～１３:３０東山区集会所
１３:４０～１３:５５更科構造改善センター
９ :１５～１０:１５新保公会堂

４
月　

日�
13

１０:２５～１０:４５小沼公民館
１０:５５～１１:２５ＪＡ延徳支所
１３:１５～１３:３５桜沢精米所前
１３:４５～１３:５５大熊公民館
１４:０５～１４:２０北大熊公民館
９ :１５～９ :５０吉田日野神社

４
月　

日�
14

１０:００～１０:４０岩船公会堂
１０:５０～１１:１５七瀬公会堂
１１:２５～１１:４５片塩公民館
１３:０５～１３:３５西江部公民館
１３:４５～１４:１５東江部公民館
１４:２５～１４:５５ＪＡ平野支所
９ :１０～９ :４０草間公会堂

４
月　

日�
17

９ :５０～１０:２０草間研修センター
１０:３０～１０:５０立ヶ花公会堂
１１:００～１１:２０牛出公会堂
１３:００～１３:３０安源寺農事集会所
１３:４０～１４:００栗林公民館
１４:１０～１４:３０大俣公民館
９ :１０～９ :５０長嶺団地集会所

４
月　

日�
18

１０:００～１０:２０田麦公民館
１０:３０～１０:５０厚貝公会堂
１１:００～１１:１５壁田農業研修センター
１１:２５～１１:３５古牧生活改善研修センター
１３:０５～１３:２０南間長瀬公民館
１３:３０～１３:５０北間長瀬構造改善センター
１４:００～１４:１５西笠原活性化センター
１４:２５～１４:４０東笠原公民館
９ :２０～９ :５０新井構造改善センター

４
月　

日�
19

１０:００～１０:３０若宮公民館
１０:４０～１１:１０金井農事集会所
１３:００～１３:３０竹原下公民館
１３:４０～１４:１０新田構造改善センター
１４:２０～１４:３０長元坊集会所

実施時間実　施　場　所月日
９ :１５～９ :４０深沢区コミュニティセンター

４
月　

日�
20

９ :５０～１０:１０越構造改善センター
１０:２０～１１:００赤岩火の見下
１１:１０～１１:４０柳沢区民会館
１３:１０～１３:４０田上生活改善センター
１３:５０～１４:００岩井東研修センター
１４:１０～１４:２５岩井生活改善センター
９ :００～９ :３０上今井神社裏

４
月　

日�
21

９ :４５～９ :５５笠倉火の見下
１０:０５～１０:５５豊田支所前
１１:１０～１１:２０奥手山公会堂
１１:３０～１１:４０硲生活改善センター前
１３:００～１３:２０穴田公民館前
１３:３５～１３:４５三俣集会所前
１４:０５～１４:１５親川太子堂下
１４:２５～１４:５５永田窓口サービスステーション前
１５:０５～１５:２５南永江地域交流センター前

実施時間実　施　場　所月日
９ :００～９ :３０北信保健所中野支所

５
月　

日�
21

９ :４０～１０:１０ＪＡ日野支所前集出荷所
１０:２０～１０:５０ＪＡ延徳支所
１１:００～１１:３０西条区民会館
１３:００～１３:３０松川神社
１３:４０～１４:１０東吉田区民会館
９ :２０～９ :５０ＪＡ平野支所５

月　

日�
28

１０:００～１０:３０片塩公民館
１０:４５～１１:１５ＪＡ高丘支所
１３:００～１３:３０豊田支所前
１３:４０～１４:１０永田窓口サービスステーション前
９ :３０～１０:００ＪＡ長丘支所６

月
４
日�

１０:１５～１０:４５ＪＡ平岡支所
１１:００～１１:３０ＪＡ科野支所
１１:４５～１２:１５ＪＡ倭支所

 （２次）

●飼い犬が死亡、転出等した場合は、市役所環境課また
は豊田支所市民環境課まで届け出てください。

●狂犬病予防注射当日に、犬に異常が確認された場合に
は注射前に必ず申し出てください。

●雨天の場合も実施します。
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①散歩中のフンは持ち帰りましょう。
②普段から首輪、クサリでしっかりつなぎ、首輪に
は鑑札か済票をつけておきましょう。

③生涯一度の登録と毎年一回の狂犬病予防注射を受
けましょう。

犬の飼主皆様へ
次の３つのルールを守って飼育しましょう



　

タ
バ
コ
の
ポ
イ
捨
て
は
、
ま
ち

の
美
観
を
損
な
う
だ
け
で
な
く
、

山
火
事
な
ど
に
つ
な
が
る
危
険
性

が
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、
公
園
や
路
上
で
の
歩
き

タ
バ
コ
は
、
タ
バ
コ
を
吸
わ
な
い

人
に
ま
で
煙
を
吸
わ
せ
る
危
険
が

あ
り
ま
す
。
思
い
や
り
を
持
ち
、

特
に
、
子
ど
も
た
ち
が
タ
バ
コ
の

煙
に
よ
る
健
康
被
害
を
受
け
な
い

環
境
を
創
り
ま
し
ょ
う
。

やめよう！ポイ捨て歩きタバコやめよう！ ポイ捨て 歩きタバコ
■タバコを吸わない人が煙を吸わない環境を創りましょう

■他人に迷惑をかけないよう思いやりを持ちましょう

タバコの煙の危険について

タバコの煙は、喫煙者が吸い込む“主流煙”と火のついた部分　タバコの煙は、喫煙者が吸い込む“主流煙”と火のついた部分

から立ち上る“副流煙”とに区別されます。主流煙より副流煙はから立ち上る“副流煙”とに区別されます。主流煙より副流煙は

アルカリ性で刺激が強く、発がん物質などの有害物質の濃度も高アルカリ性で刺激が強く、発がん物質などの有害物質の濃度も高

くなっています。くなっています。

副流煙を吸わされることによっても、頭痛、せき・くしゃみ、　副流煙を吸わされることによっても、頭痛、せき・くしゃみ、

目・のどの痛みがおこる他、肺がん、心臓病などの健康への影響目・のどの痛みがおこる他、肺がん、心臓病などの健康への影響

があります。があります。

■
計
画
の
期
間
・
範
囲

　

平
成
十
八
年
度
か
ら
平
成
二
十

二
年
度
ま
で
の
期
間
で
、
計
画
の

対
象
と
す
る
範
囲
は
、
市
が
直
接

行
う
全
て
の
事
務
・
事
業
と
し
ま
す
。

■
二
酸
化
炭
素
排
出
量
の

　

削
減
目
標
と
取
り
組
み

　

平
成
二
十
二
年
度
に
お
い
て
、

市
が
直
接
行
う
全
て
の
事
務
・
事

業
に
よ
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
（
電

気
、
重
油
、
灯
油
等
）
に
伴
う
二

酸
化
炭
素
の
総
排
出
量
を
平
成
十

六
年
度
比
で　

％
削
減
す
る
も
の

10

と
し
、
今
後
も
地
球
温
暖
化
防
止

の
た
め
、
二
酸
化
炭
素
の
削
減
の

取
り
組
み
を
実
施
し
て
い
き
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先　

市
役
所
環
境
課
環
境
係
（�
�
２

１
１
１
内
線
２
４
７
）
ま
た
は

豊
田
支
所
市
民
環
境
課
市
民
環
境

係
（�
�
３
１
１
１
内
線
１
５
１
）

 『
中
野
市
地
球
温
暖
化
防

止
実
行
計
画
』 に
つ
い
て

　本市は、平成１３年９月にＩＳＯ１４００１の認証を取得し、また、
平成１５年１１月には「中野市地球温暖化防止実行計画」を策定して、
地球温暖化防止のため、温室効果ガス（二酸化炭素）の排出削減に取り
組んできました。本年度で実行計画の期間が終了するため、新たな「中
野市地球温暖化防止実行計画」を策定しました。

平成１8年３月　広報なかの　10
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中中中中中中中中中中中中中中中中中中野野野野野野野野野野野野野野野野野野市市市市市市市市市市市市市市市市市市地地地地地地地地地地地地地地地地地地球球球球球球球球球球球球球球球球球球温温温温温温温温温温温温温温温温温温暖暖暖暖暖暖暖暖暖暖暖暖暖暖暖暖暖暖化化化化化化化化化化化化化化化化化化防防防防防防防防防防防防防防防防防防止止止止止止止止止止止止止止止止止止実実実実実実実実実実実実実実実実実実行行行行行行行行行行行行行行行行行行計計計計計計計計計計計計計計計計計計画画画画画画画画画画画画画画画画画画をををををををををををををををををを策策策策策策策策策策策策策策策策策策定定定定定定定定定定定定定定定定定定ししししししししししししししししししままままままままままままままままままししししししししししししししししししたたたたたたたたたたたたたたたたたた中野市地球温暖化防止実行計画を策定しました
　

市
内
へ
訪
れ
た
方
に
直
売
所
や
観
光
農

園
を
紹
介
す
る
案
内
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
の
作

成
に
あ
た
り
、
掲
載
希
望
者
を
募
集
し
ま
す
。

募
集
内
容

市
内
の
農
業
者
で
農
産
物
直
売
所
ま
た
は
、

観
光
農
園
を
営
み
、
一
般
の
方
と
責
任
を

持
っ
て
、
農
産
物
の
取
引
・
交
流
を
深
め

よ
う
と
す
る
者
ま
た
は
グ
ル
ー
プ

申
込
期
限　

三
月
十
五
日�

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

市
役
所
売
れ
る
農
業
推
進
室

（�
�
２
１
１
１
内
線
３
８
１
）

農産物直売所・観光農園紹介農産物直売所・観光農園紹介
パンフレット掲載希望者募集パンフレット掲載希望者募集

　農産物などを旬の時季以外でも贈り
物としてご利用いただけるギフトカー
ドを発売しています。お祝い事などの
贈り物にお使いください。
カードの種類　３， ０００円コース、
　　　　　　　４， ５００円コース
カード有効期間　８月３１日�まで
発売元　中野市振興公社
　　   　（��２１１１内線２９９）

中野市特産品中野市特産品
ギフトカードギフトカード
発売発売
～贈り物にどうぞ～
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情
報
過
多
の
時
代
は
高
齢
者
も

若
い
人
も
感
覚
が
優
れ
、
月
並
の

印
刷
物
に
は
あ
ま
り
目
を
貸
し
て

く
れ
な
い
傾
向
も
あ
る
よ
う
で
す
。

「
広
報
」
と
は
教
育
の
一
種
で
あ

っ
て
、
教
え
た
り
、
グ
ル
ー
プ
を

育
み
、
楽
し
い
郷
土
づ
く
り
の
使

者
と
も
信
じ
ま
す
。

　

と
こ
ろ
が
、
多
く
な
っ
た
企
業

や
団
体
の
機
関
紙
な
ど
を
見
ま
す

と
、
発
行
側
の
「
読
ま
せ
よ
う
」

の
気
持
ち
が
や
や
強
く
伺
え
ま
す
。

し
か
し
、
現
代
で
は
「
読
ま
せ
る

広
報
」
で
は
な
く
て
「
読
ま
れ
る

広
報
」、
つ
ま
り
「
待
た
れ
る
広
報
」

が
基
本
だ
と
思
い
ま
す
。

　

そ
れ
に
は
市
の
考
え
て
い
る
計

画
や
行
事
な
ど
を
市
民
へ
、
そ
し

て
市
民
の
希
望
や
グ
ル
ー
プ
活
動

の
事
例
な
ど
を
市
へ
―
と
結
ぶ
相

互
学
習
の
媒
体
で
あ
っ
て
欲
し
い

の
で
す
。
で
す
か
ら
紙
面
に
は
、

常
に
市
と
市
民
が
同
棲
し
て
い
る

こ
と
が
望
ま
れ
ま
す
。
こ
の
点
、

「
広
報
な
か
の
」
の
編
集
技
法
は

模
範
的
で
す
。
唱
歌
・
童
謡
の
新

「
中
野
市
」
に
な
っ
た
の
で
、
今

後
さ
ら
に
「
簡
潔
で
解
り
易
く
」

〜
「
美
し
く
」
〜
「
よ
り
豊
か
な
」

紙
面
づ
く
り
に
努
め
て
い
た
だ
き
、

こ
れ
が
直
ち
に
市
民
の
た
め
に
な

っ
て
、
市
民
を
実
践
に
移
さ
せ
る

よ
う
な
「
お
便
り
」
に
な
る
こ
と

を
期
待
し
て
お
り
ま
す
。
新
年
度

か
ら
「
市
内
保
育
園
め
ぐ
り
」
の

小
枠
も
い
い
と
思
い
ま
す
。

　

私
は
、
不
自
由
な
体
で
あ
っ
て

も
、
自
分
の
少
な
い
知
識
で
あ
っ

て
も
、
市
民
の
耳
と
な
れ
れ
ば
と

思
い
、
ふ
る
さ
と
レ
ポ
ー
タ
ー
に

応
募
し
ま
し
た
。
同
じ
レ
ポ
ー
タ

ー
で
あ
る
大
先
輩
か
ら
は
、
カ
メ

ラ
の
使
い
方
を
は
じ
め
、
何
か
ら

何
ま
で
ご
指
導
い
た
だ
い
て
い
ま

す
。
今
の
悩
み
は
、
こ
れ
ま
で
撮

っ
た
写
真
を
、
ほ
し
い
方
に
ど
う

お
届
け
す
る
か
と
い
う
こ
と
で
す
。

　

こ
の
活
動
で
楽
し
い
こ
と
は
、

自
分
で
行
事
に
参
加
し
て
、
そ
こ

で
感
じ
た
こ
と
を
ス
ト
レ
ー
ト
に

書
け
る
こ
と
で
す
。
こ
れ
ま
で
、

市
の
施
設
見
学
や
公
民
館
活
動
に

参
加
し
て
き
ま
し
た
が
、
自
分
で

歩
い
て
目
に
し
た
も
の
や
、
生
の

声
を
書
け
る
こ
と
が
魅
力
で
す
。

　

私
の
想
い
と
し
て
、
自
分
の
目

で
見
て
感
じ
た
こ
と
を
市
の
行
政

に
伝
え
ら
れ
れ
ば
、
様
々
な
活
性

化
に
つ
な
が
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

今
後
は
、
積
極
的
に
物
事
に
チ
ャ

レ
ン
ジ
し
て
い
る
人
を
取
り
上
げ

た
り
、
薄
れ
ゆ
く
伝
統
食
品
を
大

事
に
し
よ
う
と
い
う
企
画
も
お
も

し
ろ
い
の
で
は
な
い
か
と
考
え
て

い
ま
す
。

　

広
報
誌
は
、
自
分
の
町
を
伝
え

る
も
の
で
す
。
ペ
ー
ジ
を
め
く
っ

　

新
「
中
野
市
」
が
誕
生
し
、
各

地
域
の
情
報
を
つ
な
げ
る
お
手
伝

い
役
と
し
て
、
ふ
る
さ
と
レ
ポ
ー

タ
ー
と
し
て
半
年
が
過
ぎ
ま
す
。

私
も
豊
田
地
域
の
情
報
を
中
心
に

お
伝
え
で
き
れ
ば
と
、
情
報
探
し

に
幾
度
と
な
く
足
を
運
び
ま
し
た
。

毎
月
発
行
の
「
広
報
な
か
の
」
に

記
載
さ
れ
て
い
ま
す
「
ま
ち
の
で

き
ご
と
写
真
館
」
は
私
が
楽
し
み

に
し
て
い
る
ペ
ー
ジ
で
す
。
ま
た
、

み
ん
な
の
ひ
ろ
ば
で
紹
介
さ
れ
る

「
地
域
を
知
ろ
う
中
野
め
ぐ
り
」

や
「
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
Ｗ
」
な
ど
、

地
域
の
文
化
や
伝
統
を
知
り
、
各

地
で
活
動
す
る
人
々
を
紹
介
す
る

ペ
ー
ジ
も
好
き
で
読
ん
で
い
ま
す
。

　

自
分
な
り
の
情
報
網
で
、
イ
ベ

ン
ト
や
行
事
の
記
録
も
写
真
と
一

緒
に
保
存
し
て
あ
り
ま
す
が
、
地

方
紙
や
情
報
セ
ン
タ
ー
に
よ
る
報

道
で
お
伝
え
す
る
こ
と
が
多
く
、

な
か
な
か
お
伝
え
す
る
こ
と
が
で

き
ず
に
経
過
し
て
し
ま
い
ま
し
た
。

こ
の
反
省
を
踏
ま
え
て
、
今
後
は
、

話
題
を
求
め
探
す
こ
と
も
重
要
で

す
が
、
地
域
の
か
か
わ
り
や
人
々

の
想
い
を
紹
介
で
き
れ
ば
と
考
え

ま
す
。
ま
た
、
一
枚
の
写
真
を
見

た
だ
け
で
、
ほ
の
ぼ
の
と
す
る
も

の
や
、
笑
い
た
く
な
る
情
報
を
お

伝
え
し
た
ら
と
も
考
え
ま
す
。

　

市
民
の
皆
さ
ん
が
、
次
の
レ
ポ

ー
ト
を
心
待
ち
に
す
る
コ
ー
ナ
ー

に
し
た
い
の
で
、
情
報
を
お
願
い

い
た
し
ま
す
。
新
規
の
レ
ポ
ー
タ

ー
に
期
待
し
ま
す
。

　

地
域
の
行
事
や
話
題
な
ど
の
記
事
を
、「
広
報
な
か
の
」
へ
提
供
し
て
く
だ
さ
る
方
（
ふ
る
さ
と
レ

ポ
ー
タ
ー
）
を
募
集
し
ま
す
。
ま
た
、
現
在
活
動
さ
れ
て
い
る
３
名
の
方
に
、
広
報
誌
に
対
す
る
想

い
な
ど
を
語
っ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
興
味
を
持
た
れ
た
方
は
、
ぜ
ひ
ご
連
絡
を
く
だ
さ
い
。

ふ
る
さ
と
レ
ポ
ー
タ
ー

募
集
人
数　

十
名

活
動
内
容　

①
地
域
に
お
け
る
身

近
な
話
題
の
取
材
と
原
稿
提
出
、

情
報
提
供
②
市
が
招
集
す
る
会
議

等
へ
の
出
席
③
広
報
に
対
す
る
要

望
の
集
約
と
報
告

応
募
資
格　

市
内
に
居
住
す
る
二

十
歳
以
上
の
方
で
、
市
政
に
つ
い

て
関
心
を
持
ち
、
レ
ポ
ー
タ
ー
と

し
て
の
熱
意
を
持
つ
公
正
な
立
場

の
方
。
な
お
、
国
家
公
務
員
お
よ

び
地
方
公
務
員
の
方
は
除
き
ま
す
。

応
募
方
法　

履
歴
書
（
市
販
の
も

の
）
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

応
募
期
限　

３
月　

日�
24

応
募
・
問
い
合
わ
せ
先

市
役
所
庶
務
課
秘
書
広
報
係
（�

�
２
１
１
１
内
線
２
１
２
）
ま
た

は
豊
田
支
所
総
務
課
庶
務
係
（�

�
３
１
１
１
内
線
１
１
４
）

阿部与市さん
（中央一丁目）

海野佐重郎さん
（三ツ和）

神田茂貞さん
（上今井）

た
と
き
に
、
見
る
人
が
関
係
す
る

記
事
が
出
て
く
る
よ
う
に
な
れ
ば
、

も
っ
と
親
し
ま
れ
る
と
思
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
の
中
野
市
を
私
た
ち
と

見
つ
け
に
行
き
ま
し
ょ
う
。

「
広
報
な
か
の
」
は

市
民
へ
の
愛
の
手
紙
と
思
っ
て

ふ
る
さ
と
レ
ポ
ー
タ
ー
の

制
度
へ
の
想
い

市
民
に
届
け

私
が
歩
い
て
感
じ
た
こ
と
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　年をとると、体が固くなる、筋力が低下する、バランスをとることが難しくなる
などの原因により転びやすくなるといわれています。
　しかし、毎日の生活に運動を取り入れることで、転倒しにくくなるとともに、腰
痛・膝痛を和らげることができます。
　市では、簡単な運動を習慣付けられるようお手伝いする教室として、転倒予防地
域講座（元気もりもり体操教室）を実施しました。今年度は市内の５会場で開催し、
この教室は、理学療法士、保健師、栄養士により行われました。

内容
・なぜ転ぶのか、老化って何？　
・あなたの転倒危険度をチェック！
・膝痛、腰痛について　　　　　
・個別相談

第１回

・骨粗しょう症の予防の食事　　
・栄養相談

第２回

・靴の選び方、足の話　　　　　
・良い歩き方

第３回

・姿勢、ゆがみ、バランスの話　
・家庭の中で気をつけること
・個別相談

第４回

教室に参加された方々が、教室終了後も自主グループとして活動している地区もあります。
平成17年６～７月にこの教室を実施しました間山地区の教室終了後の様子をご紹介します。

　間山地区では、教室終了時"これで終わりたく
ない、これからも集まりたい"という声が多かっ
たため、その後も民生委員さんを中心に活動し
ています。毎月20日頃の午後２～４時で約10人
が集まっています。元気もりもり体操教室の参
加者だけでなく、新しい仲間も増えています。
　体を動かして健康になろうということで『健
康サロン』と呼んでおり、軽い体操やゲーム、
ビーチボールバレー、お茶飲み会などをしてい
ます。日中一人で過ごしている人も、この健康
サロンではたくさん笑い、楽しく過ごしていま
す。毎回とても楽しみしている人が多いようで
す。

粋粋

　その他、今年度は介護予防地域講座（お達者くらぶ）を実施した地
区でも、終了後、自主グループを作って活動している地区があります。
　このような場は高齢者の皆さんの生きがいになっていると感じます。

★平成18年度は、地域支援事業で計画中です。

●中野市保健福祉部高齢者福祉課
　保健福祉係　電話22-2111　内線296・297
●中野市豊田在宅介護支援センター
　　　　　　　電話38-3111

ここのの講講座座にに関関すするるおお問問いい合合わわせせはは

13　 平成１8年３月　広報なかの

平成１８年４月から介護保険制度の一部が変わります。

「地域包括支援センター」が設置されます。
　このセンターでは、高齢者の皆さんの相談を受けたり、見守ったり、心身の状態に合わせた支援を提
供する総合的なサービス拠点ができます。それが「地域包括支援センター」です。
　介護・福祉・保健の専門職がチームになって地域で暮らす高齢者の皆さんを支援します。

地域包括支援センターの役割地域包括支援センターの役割

＊地域の高齢者の状態を把握し、介護予防
　を推進します

＊高齢者や家族の総合的な相談を受け付け、
　支援します

＊高齢者の虐待の防止と権利擁護のための
　活動をします

＊よりよい介護のために、ケアマネージャ
　ーを支援します

状況に応じて「地域支援事業」「新予防給付」「介護給付」

問い合わせ先　中野市保健福祉部高齢者福祉課　　電話２２ー２１１１　内線２９６・２９７・３６５
　　　　　　　中野市豊田在宅介護支援センター　電話３８－３１１１　
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国民年金の加入者は、第１号被保険者（農業者、自営業者など）、第２号被保険者（会社員、公務員など）、

第３号被保険者（第２号被保険者に扶養されている配偶者）にわかれます。

　

日
本
人
の
平
均
寿
命
は
、
医
療

技
術
の
進
歩
な
ど
に
よ
っ
て
、
今

後
も
さ
ら
に
延
び
る
こ
と
が
予
想

さ
れ
、
老
後
の
生
活
費
の
不
安
が

大
き
く
な
り
ま
す
。
国
民
年
金
は
、

生
き
て
い
る
限
り
年
金
が
受
け
取

れ
る
一
生
涯
の
保
障
で
す
。

　

国
民
年
金
は
老
後
だ
け
で
な
く
、

加
入
者
が
事
故
や
病
気
で
障
害
が

残
っ
た
場
合
は「
障
害
基
礎
年
金
」

が
支
給
さ
れ
、
死
亡
し
た
と
き
は
、

そ
の
遺
族
に
「
遺
族
基
礎
年
金
」

が
支
給
さ
れ
ま
す
。（
公
的
年
金
制

度
の
障
害
・
遺
族
年
金
は
日
本
の

人
口
の　

人
に
１
人
が
受
給
）

２０

　

納
め
た
保
険
料
は
社
会
保
険
料

控
除
と
し
て
全
額
控
除
の
対
象
と

な
り
、
税
金
が
安
く
な
り
ま
す
。

※
平
成　

年
分
の
申
告
か
ら
、
社

１７

会
保
険
料
控
除
証
明
書
や
領
収
証

書
な
ど
書
類
の
添
付
が
必
要
と
な

り
ま
し
た
。

　

国
民
年
金
の
老
齢
基
礎
年
金
は
、

３
分
の
１
（
将
来
は
２
分
の
１
）

が
国
庫
負
担
（
税
金
）
で
賄
わ
れ

て
い
る
こ
と
に
よ
り
、
払
っ
た
保

険
料
を
上
回
る
給
付
を
受
け
ら
れ

る
計
算
と
な
っ
て
い
ま
す
。
厚
生

労
働
省
の
試
算
で
は
、
今
年　

歳
２０

に
な
っ
た
方
で
も
、
納
め
た
保
険

料
の　

倍
以
上
と
な
り
ま
す
。

1.7

　

賃
金
や
物
価
の
変
動
に
あ
わ
せ

て
、
年
金
を
支
え
る
力
と
給
付
の

バ
ラ
ン
ス
を
と
る
仕
組
み
に
よ
り

年
金
額
が
改
定
さ
れ
る
た
め
、
年

金
に
加
入
（　

歳
）
し
て
か
ら
年

２０

金
を
受
給
（　

歳
）
す
る
ま
で
の

６５

間
、
経
済
社
会
が
大
き
く
変
動
し

た
と
し
て
も
、
年
金
の
価
値
が
保

障
さ
れ
る
の
で
す
。

老齢老齢
基礎年金基礎年金

★
老
後
に
備
え
ま
す17年度金額

794,500円（満額）

★
不
測
の
事
態
に
備
え
ま
す

障害障害
基礎年金基礎年金
17年度金額

993,100円（１級）
794,500円（２級）

遺族遺族
基礎年金基礎年金
17年度金額

1,023,100円（１級）
（子１人のある妻の場合）

★
平
成　

年
４
月
か
ら

17
特別障害特別障害
給付金給付金
17年度金額

月額５万円（１級）
月額４万円（２級）

対
象
者
は

①
昭
和　

年
３
月
以
前
に
厚
生
年

６１

金
ま
た
は
共
済
組
合
に
加
入
し
て

い
た
方
の
配
偶
者
で
、
国
民
年
金

に
任
意
加
入
し
な
か
っ
た
方

②
平
成
３
年
３
月
以
前
に
国
民
年

金
に
任
意
加
入
し
な
か
っ
た
学
生

※
①
ま
た
は
②
の
方
で
、
任
意
加

入
し
な
か
っ
た
期
間
中
に
病
気
や

ケ
ガ
に
よ
る
初
診
日
が
あ
っ
て
、

現
在
障
害
基
礎
年
金
の
１
級
ま
た

は
２
級
相
当
の
障
害
に
該
当
す
る

方
で
す
。

請
求
は

　

市
役
所
国
民
年
金
担
当
窓
口
で

行
っ
て
く
だ
さ
い
。

※
給
付
金
は
請
求
さ
れ
た
翌
月
分

か
ら
支
給
さ
れ
ま
す
。
請
求
が
遅

れ
る
と
、
さ
か
の
ぼ
っ
て
支
給
さ

れ
ま
せ
ん
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

このように国民年金は有
利で魅力的な制度です

老
後
を
ず
っ
と
支
え
る

老
後
を
ず
っ
と
支
え
る

終
身
の
年
金

　

終
身
の
年
金

国国
民民
年年
金金
のの
メメ
リリ
ッッ
トト
はは

３
つ
の
基
礎
年
金
が
あ
な
た
の

３
つ
の
基
礎
年
金
が
あ
な
た
の

一
生
を
サ
ポ
ー
ト
し
ま
す

　

一
生
を
サ
ポ
ー
ト
し
ま
す

特
別
障
害
給
付
金
制
度
が

特
別
障
害
給
付
金
制
度
が

始
ま
っ
て
い
ま
す

　

始
ま
っ
て
い
ま
す

※
付
加
保
険
料
（
４
０
０
円
）
を

納
め
て
い
る
方
は
、
将
来
の
年
金

額
に
付
加
年
金
が
加
算
さ
れ
ま
す
。

※
保
険
料
の
未
納
が
あ
る
と
、
障

害
基
礎
年
金
や
遺
族
基
礎
年
金
が

受
け
ら
れ
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

不
測
の
事
態
に
備
え
る

不
測
の
事
態
に
備
え
る

保
険
と
し
て
の
年
金

　

保
険
と
し
て
の
年
金

納
め
た
保
険
料
は

納
め
た
保
険
料
は

税
金
の
負
担
が
軽
減

　

税
金
の
負
担
が
軽
減

生
涯
の
年
金
額
は

生
涯
の
年
金
額
は

保
険
料
の

倍
以
上

　

保
険
料
の　

倍
以
上

1.71.7

国
民
年
金
は
経
済
の

国
民
年
金
は
経
済
の

変
動
に
も
負
け
ま
せ
ん

　

変
動
に
も
負
け
ま
せ
ん
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２０歳から６０歳までのすべての方は、公的年金に加入することとなっています。
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国民年金の保険料は口座振替がお得です！
１年分６ヶ月分１ヶ月分納 付 方 法

１６３，３７０円
２，９５０円お得

８２，４８０円
６８０円お得

現 金 支 払（前納）
【割　引　額】

１６２，８３０円
３，４９０円お得

８２，２２０円
９４０円お得

１３，８１０円
５０円お得

口 座 振 替（前納）
【割　引　額】

１６６，３２０円８３，１６０円１３，８６０円現金支払 （月々）

� ��������������������� ��������������������� ��������������������� ��������������������

（平成18年度）

保
険
料
を
納
め
る
こ
と
が

保
険
料
を
納
め
る
こ
と
が

難
し
い
方
は

　
　

難
し
い
方
は

　

所
得
が
少
な
い
な
ど
、
保
険
料

を
納
め
る
こ
と
が
経
済
的
に
困
難

な
場
合
に
は
、
本
人
の
申
請
手
続

き
に
よ
っ
て
保
険
料
の
納
付
が
免

除
ま
た
は
猶
予
さ
れ
る
制
度
が
あ

り
、
次
の
３
種
類
が
あ
り
ま
す
。

�
免
除
（
全
額
・
半
額
）
申
請

　

本
人
、
世
帯
主
、
配
偶
者
の
前

年
所
得
が
一
定
額
以
下
の
場
合
に

申
請
手
続
き
す
る
こ
と
に
よ
り
、

保
険
料
の
納
付
が
全
額
ま
た
は
半

額
免
除
さ
れ
ま
す
。（
退
職
者
、
天

災
な
ど
の
被
災
者
の
方
へ
の
特
例

制
度
が
あ
り
ま
す
。）

★　

年
７
月
か
ら

１８

　

で
き
る
だ
け
保
険
料
を
納
め
や

す
く
す
る
た
め
、
保
険
料
免
除
制

度
に
「
４
分
の
３
免
除
」
と
「
４

分
の
１
免
除
」
が
加
わ
り
ま
す
。

�
若
年
者
納
付
猶
予
申
請

　
　

歳
未
満
の
方
で
本
人
、
配
偶

３０
者
の
前
年
所
得
が
一
定
額
以
下
の

場
合
に
申
請
す
る
こ
と
に
よ
り
、

保
険
料
の
納
付
が
猶
予
さ
れ
ま
す
。

�
学
生
納
付
特
例
申
請

　

学
生
の
方
で
本
人
の
前
年
所
得

が
一
定
額
以
下
の
場
合
に
申
請
す

る
こ
と
に
よ
り
、
保
険
料
の
納
付

が
猶
予
さ
れ
ま
す
。

半 額 免 除全 額 免 除世 帯 構 成

２８２万円１６２万円
４人世帯

（夫婦子２人）

１９５万円９２万円
２人世帯
（夫婦のみ）

１４１万円５７万円単身世帯

� ������������� ������������� ������������

免除の対象となる所得のめやす（平成17年度）

歳
以
上
で
障
害
基
礎
年
金

　

歳
以
上
で
障
害
基
礎
年
金 

6565の
受
給
権
を
お
持
ち
の
方
へ

 
の
受
給
権
を
お
持
ち
の
方
へ

　

平
成　

年
４
月
か
ら
障
害
基
礎

１８

年
金
と
老
齢
厚
生
年
金
、
障
害
基

礎
年
金
と
遺
族
厚
生
年
金
を
併
せ

て
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に

な
り
ま
す
。

　

詳
し
く
は
「
ね
ん
き
ん
ダ
イ
ヤ

ル
」、最
寄
り
の
社
会
保
険
事
務
所

ま
た
は
年
金
相
談
セ
ン
タ
ー
に
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

裁
定
請
求
書
の
事
前
送
付

裁
定
請
求
書
の
事
前
送
付

を
し
て
い
ま
す

　
　

を
し
て
い
ま
す

　

年
金
加
入
記
録
な
ど
を
あ
ら
か

じ
め
印
字
し
た
年
金
の
請
求
書

（「
裁
定
請
求
書
」）
を
、　

歳
ま

６０

た
は　

歳
に
な
る
月
の
３
ヶ
月
前

６５

に
お
送
り
し
て
い
ま
す
。
対
象
者

は
、
老
齢
基
礎
年
金
の
受
給
資
格

が
確
認
で
き
た
方
で
す
。

　

請
求
の
際
に
は
、
必
要
事
項
を

記
入
し
、
必
要
書
類
を
添
付
し
て
、

提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
戸
籍
、
住
民
票
は
、
誕

生
日
の
前
日
以
降
の
発
行
で
あ
る

必
要
が
あ
り
ま
す
の
で
ご
注
意
く

だ
さ
い
。

年
金
の
お
問
い
合
わ
せ
は

年
金
の
お
問
い
合
わ
せ
は

「
ね
ん
き
ん
ダ
イ
ヤ
ル
」
へ

「
ね
ん
き
ん
ダ
イ
ヤ
ル
」
へ

★
免
除
・
納
付
猶
予
・
学
生
特
例
の
期

　

間
は
老
齢
・
障
害
・
遺
族
基
礎
年
金

　

の
受
給
資
格
に
必
要
な
期
間
に
算

　

入
さ
れ
ま
す
。

★
免
除
の
期
間
の
老
齢
基
礎
年
金
の

　

金
額
は
、
全
額
納
付
と
比
較
し
て
、

　

全
額
免
除
が
３
分
の
１
、
半
額
免
除

　

は
半
額
の
保
険
料
を
納
め
た
場
合

　

に
３
分
の
２
と
な
り
ま
す
。

★
納
付
猶
予
・
学
生
特
例
の
期
間
は
老
齢

　

基
礎
年
金
の
額
に
は
算
入
さ
れ
ま
せ
ん
。

★
免
除
・
納
付
猶
予
・
学
生
特
例
の
期

　

間
に
つ
い
て　

年
以
内
で
あ
れ
ば
、

１０

　

さ
か
の
ぼ
っ
て
保
険
料
を
納
め
る

　

（
追
納
）
こ
と
が
で
き
ま
す
。
た
だ

　

し
、
３
年
目
以
降
は
、
加
算
金
が
つ

　

き
ま
す
の
で
、
早
め
に
追
納
し
た
ほ

　

う
が
お
得
で
す
。　

問
い
合
わ
せ
先

●
市
民
課
国
民
年
金
係
（�
�
２

１
１
１
内
線
２
３
７
）

●
豊
田
支
所
市
民
環
境
課
市
民
環

境
係（��
３
１
１
１
内
線
１
５
２
）

●
長
野
北
社
会
保
険
事
務
所
（
０

２
６
‐（
２
４
４
）‐
４
１
０
０
）

15　 平成１8年３月　広報なかの

お 
し 
ら 
せ

●
年
金
請
求
な
ど
の
ご
相
談
は

　

０
５
７
０
‐
０
５
‐
１
１
６
５

●
年
金
を
お
受
け
に
な
っ
て
い

　

る
方
の
ご
相
談
は

　

０
５
７
０
‐
０
７
‐
１
１
６
５

受
付
時
間　

午
前
８
時　

分
か
ら

３０

午
後
５
時
ま
で
（
土
・
日
・
祝
日
・

年
末
年
始
を
除
く
）

・
電
話
が
つ
な
が
ら
な
い
場
合
は

　

最
寄
り
の
社
会
保
険
事
務
所
を

　

ご
利
用
く
だ
さ
い
。
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売れる農業推進 ・ 食育フォーラム

写写写写写写写写写写写写写写写写写写写写写写写写写写写写写写写写写写写写写写写写写写写写写写写写写写写写写写写写 真真真真真真真真真真真真真真真真真真真真真真真真真真真真真真真真真真真真真真真真真真真真真真真真真真真真真真真真 館館館館館館館館館館館館館館館館館館館館館館館館館館館館館館館館館館館館館館館館館館館館館館館館館館館館館館館館写 真 館
ごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごととととととととととととととととととととととととととととととととととととととととととととととととととととととととととととととごと

　２月１日、売れる農業推進・食育フォーラムをアッ
プルシティーなかので開催しました。
　このフォーラムでは、長年キノコの研究をされてい
る松澤恒友先生が「エノキタケの機能性について」を、
また、テレビ等で活躍中の本多京子先生は「キノコ・
果物の栄養学」について、それぞれ講演をされました。
　その後、きのこ料理コンクール優秀作品の展示試食
もあり、キノコの良さを再認識する機会となりました。

ふるさと冒険クラブの雪上運動会

今月の表紙

　２月５日、豊田野球場を会場に行われた「雪上運
動会」。この運動会は、豊田地域で毎年行われてい
た恒例行事で、当日は約６０人の小･中学生が参加。
　まず、子どもたちは６班に分かれ、競技で使う「そ
り」を竹と木材を使って手作りで製作。その後、二
人三脚やボール蹴りなどのメドレーリレーやできた
ての「そり」を使ったそりレースなどの競技が行わ
れ、子どもたちは汗をかくほど元気に飛び回りました。

生涯学習市民のつどい
　市民の皆さんに生涯学習についての関心を高めてい
ただくため、２月４日、第１回生涯学習市民のつどい
を中央公民館講堂で開催しました。
　第一部のマナビィステージ(実践発表)では、赤岩高
社講太々神楽の皆さんに、市の無形民俗文化財に指定
されている｢赤岩の太々神楽｣の全11曲の中から、神楽
舞、 鈴神楽、  岩戸開きの３曲を発表していただきました。
　続く第二部の記念講演では、講師に弁護士の三瀬顕
さんをお迎えし、「“戦後60年”を生きてきて…」を演
題に、豊富な人生経験のなかから含蓄のあるお話を楽
しい口調で語っていただき、来場された皆さんは充実
した時間を過ごされていました。 ▲エノキタケの制がん作用をご説明いただきました

▲キノコと果物の栄養について語る本多先生▲ユーモアたっぷりに話す三瀬 顕さん

　初めての開催となる高野辰之忌が２月２５日、高野辰
之記念館で行われました。
　式では、現在生家にお住まいの高野さんのお話や献
花などのほか、来場された皆さんで「朧月夜」を合唱。
また記念公演では、市内のギター愛好会によるギター
コンサートと中野市落語研究会の落語が披露され、古
典芸能を愛した辰之博士を皆さんで偲びました。

第１回　高野辰之忌

17　平成 １8 年３月　広報なかの

　Ｂ＆Ｇ財団会長杯中野市綱引き大会が２月19日、Ｂ＆
Ｇ海洋センターのアリーナで開催されました。
　今まで豊田地域で13回にわたって開催されたこの大
会は、第１回と改め、中野地域のチームも加わった全22
チーム約220人が参加。
　当日は大きな歓声が会場に響く中、力を出し合い白熱
した戦いが繰り広げられました。

▲ギター演奏の曲に合わせて皆さんも口ずさんでいました

まままままままままままままままままままままままままままままままままままままままままままままままままままままままままままままままちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちのののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののででででででででででででででででででででででででででででででででででででででででででででででででででででででででででででででききききききききききききききききききききききききききききききききききききききききききききききききききききききききききききききでき

　２月26日、中野市体育協会主催の中野市民スキー大
会が、牧の入スノーパークを会場に開催されました。
　この大会は旧中野市では毎年行われていましたが、
今回は合併を機に、改めて第１回として開催。
　当日は大回転の競技に、小学生から大人までの男女
合わせて約80名が参加しました。出場した選手は、日
ごろの練習成果を発揮するため、果敢にポールを攻め、
好タイム目指して、滑走していました。

中野市民スキー大会

中野市綱引き大会
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　「ふぐ」という魚は、美味で珍重されていました。
ところで時期によって「当たる」こともあってか、「ふ
ぐは食いたし、命は惜しし」なんていう俗説さえあり
ました。
　しかし、「ふぐ」の濁点を取れば「ふく」、つまり
「福」であり、当たることは昔から「蚕が当たる」、
「稲が当たる」、「クジが当たる」などといわれ、「当
たる」は「幸運」を意味します。
　『この幸運の「ふぐ」の背に、日本の福の神「大黒
様」が乗っている「ふぐ乗り大黒」こそ、私たちのマ
スコットですね』と、土びな研究家の方が説明してい
ます。（人形の高さ45㌢、幅50㌢）

中野土びな 「ふぐ乗り大黒」

ふる さ と レ ポ ー タ ー   だより

▲精一杯の滑りでゴールしました

▲負けないぞ！
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今
回
ご
紹
介
す
る
「
豊
田
農
産
物
加
工

施
設
利
用
組
合
み
そ
部
」
は
、「
ふ
る
さ
と

味
の
会
」
か
ら
「
お
や
き
部
」「
菓
子
部
」

と
と
も
に
三
部
構
成
で
平
成
十
年
十
二
月

か
ら
活
動
を
ス
タ
ー
ト
し
、
現
在
は
十
七

名
で
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

以
前
と
違
っ
て
今
は
、
加
工
施
設
に
熟

成
室
が
増
築
さ
れ
、
大
豆
は
部
員
の
皆
が

遊
休
荒
廃
地
で
栽
培
し
、
米
は
地
元
の
こ

し
ひ
か
り　

㌫
で
、
水
は
地
元
の
名
水
を

100

使
用
し
て
、
安
心
し
て
食
べ
ら
れ
る
昔
な

が
ら
の
味
噌
を
約
四
㌧
仕
込
ん
で
い
ま
す
。

　

商
品
名
は
『
手
づ
く
り
味
噌
ふ
る
さ
と
』

で
、
道
の
駅
ふ
る
さ
と
豊
田
や
も
み
じ
荘

な
ど
で
販
売
し
て
お
り
、
宅
急
便
で
の
発

送
も
行
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
活
動
に
は
重

い
樽
を
運
ぶ
と
い
う
重
労
働
も
あ
り
ま
す

が
、
一
昨
年
に
は
味
噌
漬
も
商
品
化
で
き
、

現
在
は
味
噌
を
ベ
ー
ス
と
し
た
商
品
開
発

も
検
討
し
、
皆
で
頑
張
っ
て
い
ま
す
。

　

み
そ
部
の
部
長
で
あ
る
高
橋
美
代
子
さ

ん
は
「
活
動
は
楽
し
く
、
仲
間
づ
く
り
も

で
き
、
農
閑
期
に
は
多
少
な
り
と
も
収
入

が
得
ら
れ
て
、
活
動
を
し
て
本
当
に
良
か

っ
た
と
思
い
ま
す
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

vol.11

部 長　高 橋   美 代 子

豊田農産物加工施設
　　　利用組合　みそ部

みみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんななななななななななななななななななななななななななななななななななななななななななななななななななななななななななななななみんなのののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののひひひひひひひひひひひひひひひひひひひひひひひひひひひひひひひひひひひひひひひひひひひひひひひひひひひひひひひひひひひひひひろろろろろろろろろろろろろろろろろろろろろろろろろろろろろろろろろろろろろろろろろろろろろろろろろろろろろろろろろろろろろろばばばばばばばばばばばばばばばばばばばばばばばばばばばばばばばばばばばばばばばばばばばばばばばばばばばばばばばばばばばばばばひろば

�▼ 新野神社。秋祭りの
会場。式三番叟は隣の
公会堂で行われる。

�▲ 中山晋平記念館。昭和62年、
中山晋平の生誕100年を記念し、
生家の隣に建てられた。

�▼ 中央公民館西組分館。梨久保、
涌井、親川の３区で使用してい
る公民館。旧永田小学校西分校。

�▲ 永江堤神社。春祭り
や秋祭り、新穀祭が催
される場所。

地域を知
ろう！

中野めぐり

　梨久保区の特産品はアスパラとブルー
ベリーです。区内で行われる行事には、
春祭りや秋祭りをはじめ、新穀祭やどん
どん焼きがあります。今は若い人が少な
くなり実施していませんが、数年前まで
は雪上運動会も開かれており、かんじき
競争や宝探しなどを行っていました。

　新野区は作曲家中山晋平の生誕地です。
また、市指定の無形民俗文化財「新野の
式三番叟（しきさんばそう）」が有名です。
これは、翁・千歳・尉という３者の一連
の舞いのことで、江戸時代に京都から伝
わった伝統芸能です。秋祭りの出し物の
１つで、今年は９月30日に行う予定です。

No.�

 新   野  区
しん の

 梨  久  保 区
なし く ぼ

周
辺
施
設
マ
ッ
プ

周
辺
施
設
マ
ッ
プ

倭地区倭地区

科野地区科野地区

平岡平岡
地区地区

中野中野
地区地区

永田地区永田地区

豊津地区豊津地区

上今井上今井
地区　地区

長
丘
地
区

長
丘
地
区

平野平野
地区地区

高丘地区高丘地区

延徳延徳
地区地区

日野日野
地区地区

��

��

��

��

ナピア日野ナピア日野

��

中
央
公
民
館
西
部
分
館

中
央
公
民
館
西
部
分
館

��

親
川
親
川

永
江
堤
神
社

永
江
堤
神
社

至
涌
井

至
涌
井

みなみ保育園みなみ保育園

新野神社新野神社

中山晋平記念館中山晋平記念館

至延徳駅至延徳駅
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新新 婚婚 ささ
んん

　２月18日、男女共同参画社会づくりを目指す「なか
の男女共生市民会議」と「ふるさと虹の会」は、そば
打ち交流会を豊田文化センターにおいて開催しました。
この交流会は、それぞれの活動の情報交換と親睦を深
めるために行われたものです。
　当日は、信州中野蕎麦文化普及会の皆さんから、実
技指導を受けながら、楽しくそば打ちを体験。また、
そば打ち終了後には、「らくのう座」による踊りや太鼓
なども披露されました。

ス
ノ
ー
ボ
ー
ド
が
二
人
の
趣
味

　
　

明
る
く
仲
の
良
い
家
庭
を
築
き
た
い

�
出
会
っ
た
き
っ
か
け
は

（
充
さ
ん
）
彼
女
の
勤
め
て
い
る

会
社
に
、
お
客
と
し
て
行
っ
た
こ

と
が
最
初
の
出
会
い
で
す
。

�
第
一
印
象
は

（
充
さ
ん
）
背
が
小
さ
い
な
ぁ
と

思
い
ま
し
た
。
受
付
の
カ
ウ
ン
タ

ー
か
ら
前
が
見
え
る
の
？　

と
い

う
感
じ
で
し
た
（
笑
）。

（
晴
美
さ
ん
）
私
の
勤
務
先
に
来

る
と
き
は
い
つ
も
ス
ー
ツ
を
着
て

い
た
の
で
、
し
っ
か
り
し
て
そ
う

と
い
う
の
が
最
初
の
印
象
で
す
。

�
お
互
い
の
す
て
き
な
と
こ
ろ
は

（
充
さ
ん
）
不
器
用
な
面
も
あ
り

ま
す
が
、
自
分
に
正
直
に
生
き
て

い
る
と
こ
ろ
で
す
ね
。

（
晴
美
さ
ん
）
笑
い
の
ツ
ボ
が
一

緒
な
と
こ
ろ
で
す
。
今
の
と
こ
ろ

は
、
家
事
を
手
伝
っ
て
く
れ
る
の

で
感
謝
し
て
い
ま
す
。

�
ど
ん
な
家
庭
を
築
い
て
い
き
た

い
で
す
か

（
充
さ
ん
）
常
に
笑
い
声
が
あ
ふ

れ
て
い
る
家
庭
に
し
た
い
で
す
。

晴
美
さ
ん
、
い
つ
も
お
弁
当
を
作

っ
て
く
れ
て
あ
り
が
と
う
！

（
晴
美
さ
ん
）
家
族
み
ん
な
が
友

達
の
よ
う
な
家
庭
で
す
。
充
さ
ん
、

こ
れ
か
ら
も
い
ろ
い
ろ
な
と
こ
ろ

に
連
れ
て
行
っ
て
く
だ
さ
い
ね
。

私
の
第
一
希
望
は
ハ
ワ
イ
か
な
？

吉　家　　充  さん （28歳）
　　  　晴　美さん （28歳）

（岩船）

合併記念交流イベント・男女共同参画出前講座

そば打ち交流会が開かれました

　

ぼ
く
の
し
ょ
う
来
の
夢
は
「
プ

ロ
野
球
選
手
」
に
な
る
こ
と
で
す
。

　

ぼ
く
は
、
二
年
生
の
時
か
ら
ず

っ
と
「
永
田
ジ
ャ
リ
ー
ズ
」
と
い

う
地
区
の
野
球
チ
ー
ム
に
入
っ
て

が
ん
ば
っ
て
き
ま
し
た
。
そ
し
て
、

去
年
の
十
一
月
か
ら
は
、
シ
ニ
ア

野
球
の
北
リ
ー
グ
と
い
う
と
こ
ろ

で
、
毎
週
土
・
日
曜
日
に
、
長
野

の
練
習
場
で
い
っ
ぱ
い
練
習
し
て

い
ま
す
。
永
田
小
か
ら
は
自
分
も

入
れ
て
四
人
、
北
リ
ー
グ
で
が
ん

ば
っ
て
い
ま
す
。

　

最
近
や
っ
と
硬
球
に
慣
れ
て
き

て
バ
ッ
テ
ィ
ン
グ
し
て
も
手
が
し

び
れ
な
く
な
り
ま
し
た
。

　

今
、
ぼ
く
の
目
標
と
し
て
い
る

選
手
は
、
千
葉
ロ
ッ
テ
マ
リ
ー
ン

ズ
の
西
岡
選
手
で
す
。

　

西
岡
選
手
は
足
が
速
く
て
、
去

年
は
パ
・
リ
ー
グ
の
盗
る
い
王
に

か
が
や
き
ま
し
た
。
バ
ッ
テ
ィ
ン

グ
で
も
良
い
打
率
を
残
し
て
い
る

有
名
人
で
す
。

　

プ
ロ
野
球
選
手
と
い
う
夢
は
、

と
て
も
大
き
い
け
れ
ど
、
大
人
に

な
っ
た
ら
西
岡
選
手
み
た
い
な
名

選
手
に
な
り
た
い
で
す
。

�
西
岡
選
手
み
た
い
な
野
球
の
名
選
手
に
な
る
！�

�

永田小学校６年
西 澤　佳 亮くん

��
 

中
野
地
域
の
人
と
豊
田
地

域
の
人
が
ペ
ア
に
な
っ
て
、

そ
ば
打
ち
を
体
験
し
ま
し
た

��
 

市
長
も
招
か
れ
お
そ
ば
を

頂
い
た
後
、
除
雪
費
用
に
関

す
る
話
も
あ
り
ま
し
た
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こ
の
制
度
は
、
病
気
の
種
類
に

関
係
な
く
健
康
保
険
を
使
っ
た
際

に
、
か
か
る
医
療
費
を
給
付
す
る

も
の
で
す
。

　

次
の
事
項
に
該
当
す
る
と
思
わ

れ
る
方
で
、
ま
だ
申
請
を
さ
れ
て

い
な
い
方
は
お
早
め
に
手
続
き
を

し
て
く
だ
さ
い
。

�
小
学
校
就
学
前
の
お
子
さ
ん

�
身
体
障
害
者
手
帳
１
〜
４
級
を

お
持
ち
の
方
（
４
級
を
お
持
ち

の
方
は
所
得
制
限
が
あ
り
ま
す
）

�
療
育
手
帳
Ａ
１
〜
Ｂ
２
を
お
持

ち
の
方
（
Ｂ
２
を
お
持
ち
の
方

は
所
得
制
限
が
あ
り
ま
す
）

�
精
神
障
害
者
保
健
福
祉
手
帳
１

〜
３
級
を
お
持
ち
の
方
（
所
得

制
限
が
あ
り
、
通
院
の
み
対
象

で
す
）

�
　

歳
以
上
で
国
民
年
金
の
障
害

65年
金
の
対
象
と
な
っ
て
い
る
方

�
母
子
家
庭
及
び
父
子
家
庭
の
方

（
父
子
家
庭
の
方
は
所
得
制
限

が
あ
り
ま
す
）

�
　

歳
・　

歳
の
方
（
所
得
制
限

68

69

が
あ
り
、
医
療
費
の
１
割
は
自

己
負
担
と
な
り
ま
す
）

※
医
療
費
の
申
請
は
、
１
年
前
ま

で
さ
か
の
ぼ
っ
て
手
続
き
が
で

き
ま
す
。

　

事
故
な
ど
の
後
天
的
理
由
に
よ

っ
て
脳
損
傷
を
受
け
、
後
遺
障
害

を
お
持
ち
の
方
に
つ
い
て
は
、
福

祉
・
医
療
制
度
の
は
ざ
間
に
あ
っ

て
、
現
在
ま
で
実
態
が
明
ら
か
に

さ
れ
て
い
な
か
っ
た
こ
と
か
ら
、

必
要
な
支
援
策
の
検
討
が
遅
れ
て

い
ま
し
た
。

　

県
で
は
、
ま
ず
実
態
把
握
か
ら

始
め
、
今
後
の
支
援
策
へ
と
つ
な

げ
て
い
く
た
め
、
３
月　

日�
か

20

ら
実
態
調
査
を
行
う
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。

　

ご
家
族
や
ご
近
所
で
脳
損
傷
に

よ
る
後
遺
障
害
を
お
持
ち
の
方
が

い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
し
た
ら
、
調
査

へ
の
協
力
を
呼
び
か
け
て
い
た
だ

き
ま
す
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

　

空
き
住
宅
及
び
平
成　

年
４
月

18

か
ら
６
月
ま
で
の
間
に
明
渡
し
の

お知らせ

中野市役所
�22-2111
FAX(広報直通)
22-2445
豊田支所
�38-3111

い
た
り
、
地
域
で
社
会
参
加
活
動

を
行
っ
て
い
る
概
ね　

歳
以
上
の

65

高
齢
者
や
そ
の
グ
ル
ー
プ
等
の
活

動
事
例
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

募
集
す
る
活
動
事
例　

①
エ
イ
ジ
レ
ス
ラ
イ
フ
実
践
者

（
次
の
い
ず
れ
か
を
実
践
し
て
い

る
方
）

�
社
会
に
還
元
し
活
躍
し
て
い
る
方

�
中
高
年
か
ら
一
念
発
起
し
て
、

物
事
を
成
し
と
げ
た
方

�
高
齢
期
を
新
し
い
価
値
観
で
生

活
し
て
い
る
方

�
優
れ
た
体
力
・
気
力
等
を
維
持

し
活
躍
し
て
い
る
方

�
地
域
住
民
の
リ
ー
ダ
ー
的
な
役

割
を
発
揮
し
、
生
活
し
て
い
る
方

②
社
会
参
加
活
動

（
次
の
活
動
分
野
で
、
生
き
生
き

と
充
実
し
た
生
活
を
送
っ
て
い
る

方
が
中
心
の　

名
以
上
の
グ
ル
ー

10

プ
等
）

趣
味
、 教
育
・
文
化
、
福
祉
・
保
健
、

健
康
・
ス
ポ
ー
ツ
、
そ
の
他

推
薦
方
法　

推
薦
す
る
方
の
氏
名

ま
た
は
グ
ル
ー
プ
名
と
活
動
内
容

を
３
月　

日�
ま
で
に
高
齢
者
福

20

祉
課
保
健
福
祉
係
へ
提
出

※
詳
し
く
は
、
直
接
お
問
い
合
わ

　

せ
く
だ
さ
い
。

あ
っ
た
市
営
住
宅
の
入
居
者
を
募

集
し
ま
す
。

募
集
期
間　

３
月
８
日�
〜　

日�
20

募
集
す
る
住
宅　

東
山
、
泉
、
長

元
坊
、
小
田
中
、
城
下
の
各
市
営

住
宅

抽
選
日
時
及
び
会
場　

３
月　

日�
24

午
後
２
時
、
市
民
会
館　

号
会
議
室

43

抽
選
方
法　

公
開
抽
選
に
よ
り
入

居
順
位
を
決
定
し
ま
す
。

入
居
者
の
資
格　

次
の
す
べ
て
に

該
当
す
る
方

�
市
内
に
住
所
が
あ
る
、
ま
た
は

市
内
に
勤
務
場
所
が
あ
る
方

�
現
に
同
居
し
、
ま
た
は
同
居
し

よ
う
と
す
る
親
族
（
事
実
上
婚

姻
関
係
と
同
様
の
事
情
に
あ
る

方
及
び
婚
姻
予
定
の
方
等
を
含

む
）
が
あ
る
方

�
現
に
住
宅
に
困
窮
し
て
い
る
の

が
明
ら
か
な
方

�
市
税
等
を
滞
納
し
て
い
な
い
方

�
条
例
で
定
め
る
範
囲
内
の
収
入

　

で
あ
る
方

　

エ
イ
ジ
レ
ス
ラ
イ
フ
（
年
齢
に

と
ら
わ
れ
ず
、
自
ら
の
責
任
と
能

力
に
お
い
て
自
由
で
生
き
生
き
と

し
た
生
活
を
送
る
）
を
実
践
し
て

福
祉
医
療
費
制
度

厚
生
課
厚
生
係（
内
線
２
９
２
）

ま
た
は
豊
田
支
所
保
健
福
祉

課
福
祉
係
（
内
線
１
４
３
）

�

エ
イ
ジ
レ
ス
ラ
イ
フ

実
践
者
・
社
会
参
加

活
動
事
例
募
集

高
齢
者
福
祉
課
保
健
福
祉
係
（
内

線
２
９
７
）
ま
た
は
豊
田
支
所
保

健
福
祉
課
福
祉
係
（
内
線
１
４
３
）

�

�

�

�

�

����������������������������

����������������������������

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
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●国民年金保険料は、口座振替や前納がおトクです
　平成18年度の保険料は月額13,860円となりますが、前納制度
を利用すると、保険料が割り引かれて大変お得です。４月は１
年分の保険料を納付書だけでなく、口座振替でも前納できる月
です（４月分から翌年３月分をまとめて納めます）。
・納付書で納めると　　　通常より2,950円お得
・口座振替で納めると　　通常より3,490円お得
　また、６か月前納や毎月の当月末振替（早割）もできますの
で、社会保険事務所や市役所までご相談ください。
　なお、口座振替の手続きは、３月中旬までにお願いします。
●年金相談の予約を受け付けています
　社会保険事務所と年金相談センターでは、年金相談の予約を
受け付けていますので、電話または窓口でお申し込みください。
・長野北社会保険事務所　�０２６－２４４－３７６０
・長野年金相談センター　�０２６－２２６－８５８０
（受付時間：午前８時30分～午後５時（土・日・祝日除く））
問い合わせ先　市民課国民年金係（内線２３７）・豊田支所市民
環境課市民環境係（内線１５２）または長野北社会保険事務所
（�０２６（244）４１００）

国民年金加入者の皆さまへ

脳
損
傷
に
よ
る

後
遺
障
害
実
態
調
査

厚
生
課
福
祉
係（
内
線
２
９
４
）

ま
た
は
豊
田
支
所
保
健
福
祉

課
福
祉
係
（
内
線
１
４
３
）

�市
営
住
宅
入
居
者

定
期
募
集

都
市
計
画
課
建
築
住
宅
係（
内

線
２
７
３
）ま
た
は
豊
田
支
所

建
設
課
建
設
係（
内
線
１
３
４
）

�

� ����������
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長
野
県
信
用
保
証
協
会
の
保
証

制
度
の
一
部
に
つ
い
て
、
４
月
か

ら
中
小
企
業
者
の
経
営
状
況
を
加

味
し
た
保
証
料
率
体
系
へ
の
見
直

し
が
行
わ
れ
ま
す
。
な
お
、
詳
細

に
つ
い
て
は
、
決
定
さ
れ
次
第
、

市
役
所
商
工
観
光
課
の
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
等
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ　

http://w
w
w
.city.nakano.nagano.

jp/city/shokan/index.htm
l

※
制
度
資
金
の
保
証
料
に
つ
い
て

　

は
、
市
役
所
商
工
観
光
課
商
工

　

係
（
内
線
２
５
８
）
ま
で
お
問

　

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

募
集
科
目
・
訓
練
期
間　

建
築
板
金
科
（
３
年
）、
木
造
建

築
科
（
３
年
）、
左
官
タ
イ
ル
施

工
科
（
３
年
）、
配
管
科
（
２
年
）

訓
練
登
校
日　

４
月
か
ら　

月
ま

12

で
は
週
１
回
、
冬
期
間
は
集
中
訓

練
に
つ
き
週
３
〜
４
日
登
校

入
校
条
件　

事
業
主
に
推
薦
さ
れ

た
者
（
労
働
保
険
に
加
入
し
て
い

る
こ
と
）。
学
歴
、
年
齢
、
性
別

は
問
い
ま
せ
ん
。

申
込
期
限　

３
月　

日�
31

※
若
年
未
就
職
者
で
、
大
工
・
左

　

官
・
配
管
・
板
金
な
ど
の
技
術

　

・
技
能
を
身
に
つ
け
た
い
と
い

　

う
希
望
の
あ
る
方
の
ご
相
談
に

　

応
じ
ま
す
。申
込
方
法
な
ど
、　

　

詳
し
く
は
直
接
お
問
い
合
わ
せ

　

く
だ
さ
い
。

　

人
事
院
、
国
税
庁
で
は
、

国
税
に
関
す
る
調
査
や
指
導
な
ど

の
事
務
を
行
う
国
税
専
門
官
の
受

験
者
を
募
集
し
ま
す
。

受
験
資
格　
�
昭
和　

年
４
月
２

54

日
〜
昭
和　

年
４
月
１
日
生
ま
れ

60

の
者
、�
昭
和　

年
４
月
２
日
以

60

降
生
ま
れ
の
者
で
次
に
掲
げ
る
も

の
①
大
学
を
卒
業
し
た
者
及
び
平

成　

年
３
月
ま
で
に
大
学
を
卒
業

19
す
る
見
込
み
の
者
②
人
事
院
が
①

に
掲
げ
る
者
と
同
等
の
資
格
が
あ

る
と
認
め
る
者

申
込
期
間　

４
月
３
日�
〜　

日�14

試
験
日　

第
１
次
試
験　

６
月　
11

日�
、
第
２
次
試
験　

７
月　

日
24

�
〜　

日�
の
い
ず
れ
か
１
日

27

（
第
１
次
試
験
合
格
通
知
書
で
指

定
す
る
日
）

※
詳
し
く
は
、
直
接
お
問
い
合
わ

　

せ
く
だ
さ
い
。

　コンポスト化施設により製造した肥料

なかの 「おすみちゃん」の販売があります。

皆さんぜひご利用ください。

※数量に限りがありますので、売り切れ

　の際はご容赦ください。

販売価格（税込み）１袋 （15㎏） 200円

販売場所　中野浄化管理センター

　　　　（中野市大字江部511番地）

販売時間　午前９時から午後１時まで

問い合わせ先　下水道課施設管理係（内

線２８１）または豊田支所下水道係（内線１３７）

 なかの 「おすみちゃん」 販売 期
日　

３
月　

日�
13

時
間　

午
後
２
時
〜
４
時

場
所　

長
野
県
北
信
保
健
所
中
野

支
所
２
０
１
会
議
室

演
題　

「
元
気
に
働
く
た
め
の
日

常
生
活
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
」

講
師　

Ｊ
Ａ
長
野
厚
生
連
リ
ハ
ビ

リ
テ
ー
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
鹿
教
湯

病
院
の
理
学
療
法
士
、
作
業
療
法
士

対
象
者　

パ
ー
キ
ン
ソ
ン
病
患
者

及
び
そ
の
家
族

　

平
成
元
年
９
月
に
開
館
し
た
日

本
土
人
形
資
料
館
は
、
全
国
各
地

の
土
人
形
約
１
９
０
０
点
を
収
蔵

・
展
示
し
て
い
ま
す
。
歴
史
と
ぬ

く
も
り
、
ふ
る
さ
と
の
香
り
が
館

内
に
漂
い
、
あ
な
た
を
土
人
形
の

世
界
へ
と
誘
い
ま
す
。

　

ま
た
、土
人
形
の
彩
色
体
験
が
で

き
る
ほ
か
、お
土
産
用
と
し
て
当
館

製
作
の
土
人
形
等
も
あ
り
ま
す
。

出
か
け
て

　

み
ま
せ
ん
か ⑩

日
本
土
人
形
資
料
館

国
税
専
門
官
募
集

信
濃
中
野
税
務
署
総
務
課

�
３
１
５
１

�

パ
ー
キ
ン
ソ
ン
病

講
演
会

長
野
県
北
信
保
健
所
中
野
支
所

�
３
１
８
５

�

長
野
県
信
用
保
証
協
会

の
保
証
制
度

長
野
県
信
用
保
証
協
会
中
野

支
店�
４
５
２
８

�

中
高
高
等
職
業
訓
練
校

�
３
０
０
５

� 平
成　

年
度
訓
練
生

18

（
普
通
課
程
）
募
集

�

�

�

�

�������������

�������������

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

害鳥獣駆除・野猿巡回駆除
３月の実施

　農作物の被害防止を図るため、市猟友

会のご協力により害鳥獣駆除を実施します。

■害鳥獣駆除

実施日　５日�、12日�、19日�、26日�

区域　中野地域

■野猿巡回駆除

実施日　８日�、22日�

区域　栗和田から桜沢にかけた山際

◎その他　害鳥獣による被害があった場

合は、下記までご連絡ください。

問い合わせ先　農作物害鳥獣駆除推進協

議会事務局（市役所農政課内�（２２）２１１１

内線２５１、有線２０６４４）

３月の販売日　15日�

所在地／中野1150
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長
野
県
内
で
、
科
学
の
研
究
・

発
明
に
取
り
組
ま
れ
て
い
る
個
人

ま
た
は
団
体
に
対
し
て
、
助
成
金

を
交
付
し
て
い
ま
す
。
申
請
方
法

な
ど
詳
し
く
は
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

交
付
対
象　

県
内
で
科
学
研
究
を

し
て
い
る
個
人
ま
た
は
団
体

交
付
部
門

・
第
１
部　

一
般
（
第
２
部
、
第

３
部
以
外
の
方
）

・
第
２
部　

小
・
中
学
校
及
び
高

等
学
校
の
教
員

・
第
３
部　

大
学
、
研
究
所
、
試

験
場
等
の
研
究
者

助
成
金
額　
　

万
円
以
内

30

申
請
期
限　

５
月　

日�
12

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

http://w
2.avis.ne.jp/̃nkagaku

　

内
閣
府
で
は
、
日
本
と
世
界
各

国
の
青
年
と
の
交
流
を
通
し
て
、

相
互
理
解
と
友
好
を
深
め
、
広
い

時
間　

午
後
１
時　

分
〜
４
時

30

会
場　

中
野
市
人
権
セ
ン
タ
ー

　

不
動
産
に
関
す
る
こ
と
に

つ
い
て
、
不
動
産
鑑
定
士
が
無
料

で
ご
相
談
に
応
じ
ま
す
。

国
際
的
視
野
と
国
際
協
調
の
精
神

を
身
に
付
け
た
次
代
を
担
う
に
ふ

さ
わ
し
い
青
年
を
育
成
す
る
た
め
、

青
年
国
際
交
流
事
業
を
実
施
し
て

い
ま
す
。

　

現
在
、
平
成　

年
度
の
「
国
際

18

青
年
育
成
交
流
」（
８
〜
９
月
）、

 「
日
本
・
中
国
青
年
親
善
交
流
」（
８

〜
９
月
）、「
日
本
・
韓
国
青
年
親

善
交
流
」（
９
月
）、「
東
南
ア
ジ

ア
青
年
の
船
」（　

〜　

月
）、「
世

10

12

界
青
年
の
船
」（
平
成　

年
１
〜
３

19

月
）
の
参
加
青
年
（　

歳
〜　

歳

18

30

対
象
）
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

http://w
w
w
8.cao.go.jp/youth/ko

ryu1.htm

※
詳
細
に
つ
い
て
は
、
直
接
お
問

　

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

国
土
交
通
省
で
は
、
毎
年
８
月

を
「
道
路
ふ
れ
あ
い
月
間
」
と
し

て
、
道
路
の
正
し
い
利
用
や
道
路

愛
護
思
想
の
普
及
に
努
め
て
い
ま

す
。こ
の
行
事
の
一
環
と
し
て「
道

路
ふ
れ
あ
い
月
間
」
推
進
標
語
を

募
集
い
た
し
ま
す
。

テ
ー
マ　

道
路
は
国
民
共
有
の
、

つ
ま
り
あ
な
た
の
財
産
で
す
。

応
募
資
格　

小
学
生
以
上

応
募
方
法　

郵
便
は
が
き
ま
た
は

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
（
一
人
何
点
で

も
応
募
可
能
で
す
）

募
集
期
限　

３
月　

日�
31

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

https://ssl.jolls.co.jp/hyougo/ind
ex.htm

l

　

外
国
人
の
皆
さ
ん
が
安
心

し
て
在
留
生
活
が
で
き
る
よ
う
、

無
料
相
談
会
を
開
催
し
ま
す
。
な

お
、
外
国
人
を
雇
用
し
た
い
、
あ

る
い
は
外
国
人
を
雇
用
し
て
い
る

事
業
所
の
皆
さ
ん
に
つ
い
て
も
、

相
談
に
応
じ
ま
す
。

期
日　

３
月　

日�
25

外
国
人
対
象

無
料
相
談
会

県
行
政
書
士
会
北
信
支
部
国

際
部
会�
３
６
０
６

�

　

リ
サ
イ
ク
ル
と
ゴ
ミ
の
減
量

化
の
た
め
、
ご
家
庭
で
使
わ
な

く
な
っ
た
物
や
欲
し
い
物
を
ご

連
絡
く
だ
さ
い
。

（
２
月　

日
現
在
で
掲
載
）

20

★
ベ
ビ
ー
カ
ー
★
バ
ッ
ト
（
子

供
用
）
★
ベ
ッ
ド
★
ロ
ー
ラ
ー

ブ
レ
ー
ド
★
オ
ル
ガ
ン
★
ス
キ

ー
セ
ッ
ト
★
バ
ス
チ
ェ
ア
（
子

供
用
）
★
大
人
用
三
輪
車
★
自

転
車
★
味
噌
桶
（
家
庭
用
）
★

テ
ニ
ス
ラ
ケ
ッ
ト
★
人
形
ケ
ー

ス
★
バ
ギ
ー
（
３
歳
ま
で
）
★

子
供
服
★
足
踏
み
ミ
シ
ン
★
三

味
線
（
稽
古
用
）
★
ビ
デ
オ
デ

ッ
キ
★
太
陽
熱
温
水
器
★
ガ
ス

�
ゆ
ず
り
ま
す

コ
ン
ロ
★
歩
行
器
（
子
供

用
）
★
小
引
き
出
し
★
ワ

ー
プ
ロ

★
足
踏
み
ミ
シ
ン
（
ア
ン
テ
ィ

ー
ク
調
）
★
ラ
ジ
カ
セ
★
Ｃ
Ｄ

ラ
ジ
カ
セ
★
ソ
フ
ァ
ー
★
ア
ッ

プ
ラ
イ
ト
ピ
ア
ノ
★
三
味
線
★

電
動
車
イ
ス
★
車
イ
ス
★
Ｍ
Ｄ

コ
ン
ポ
★
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
ラ
ケ

ッ
ト
★
ノ
ー
ト
パ
ソ
コ
ン
★
シ

ン
セ
サ
イ
ザ
ー
★
オ
ー
ブ
ン
レ

ン
ジ
★
ス
ノ
ー
シ
ュ
ー
★
か
ん

じ
き
★
コ
ン
ビ
ラ
ッ
ク
★
布
団

★
カ
ラ
オ
ケ
セ
ッ
ト
★
カ
ー
オ

ー
デ
ィ
オ
★
食
器
棚
★
英
語
用

教
材
（
子
供
用
）

申
し
込
み
先　

市
民
課
生
活
交

通
安
全
係
（
内
線
２
３
８
）

問
い
合
わ
せ
先　

市
民
課
生
活

交
通
安
全
係
（
内
線
２
３
８
）

ま
た
は
豊
田
支
所
市
民
環
境
課

市
民
環
境
係
（
内
線
１
５
１
）

�
ゆ
ず
っ
て
く
だ
さ
い

ご
利
用
く
だ
さ
い

ご
利
用
く
だ
さ
い�

リ
サ
イ
ク
ル

リ
サ
イ
ク
ル

平
成　

年
度

18

科
学
研
究
費
助
成
金

�
長
野
県
科
学
振
興
会
事
務
局

０
２
６ （　

） ７
４
３
７

235

�

 「
道
路
ふ
れ
あ
い
月
間
」

推
進
標
語
募
集

国
土
交
通
省
道
路
局
道
路
交

通
管
理
課
（
０
３
（　

）
８
１

5253

１
１
、
内
線
３
７
４
２
３
）

�

青
年
国
際
交
流
事
業

参
加
青
年
募
集

�
内
閣
府 〈
共
生
社
会
政
策
担
当
〉

 （
０
３ （　

） １
１
８
１
）ま
た

3581

は
長
野
県
教
育
委
員
会
文
化

財
・
生
涯
学
習
課
青
少
年
健

全
育
成
ユ
ニ
ッ
ト
（
０
２
６

 （　

） ７
４
３
９
）

235

期
日　

４
月
３
日�

時
間　

午
前　

時
〜
午
後
４
時

10

会
場　

長
野
市
役
所
第
２
庁
舎　

９
階　

会
議
室

16

相
談
内
容　

不
動
産
評
価
に
関
す

る
事
項
お
よ
び
不
動
産
に
関
す
る

こ
と
全
般

※
詳
し
く
は
、
直
接
お
問
い
合
わ

　

せ
く
だ
さ
い
。

不
動
産
評
価
等
の

無
料
相
談
会

社
団
法
人
長
野
県
不
動
産
鑑
定

士
協
会 （
０
２
６ （　

） ５
２
２
８
）

225

�

　

新
た
に
中
高
医
師
会
の
建
物
が

建
設
さ
れ
る
こ
と
に
伴
い
、
３
月

　

日�
か
ら
緊
急
休
日
診
療
所

12の
電
話
番
号
が
変
わ
り
ま
す
。

　

な
お
、
現
在
建
設
中
の
中
野
保

健
セ
ン
タ
ー
が
完
成
し
、
同
セ
ン

タ
ー
内
に
中
高
医
師
会
の
緊
急
休

日
診
療
所
が
開
設
さ
れ
る
際
に
は
、

改
め
て
電
話
番
号
が
確
定
さ
れ
ま

す
。
ご
理
解
を
お
願
い
し
ま
す
。

電
話
番
号

新
・�
�
６
９
８
６

旧
・�
�
２
３
３
７

３
月　

日
か
ら

12

中
高
医
師
会
休
日
緊
急
診
療
所

の
電
話
番
号
が
変
わ
り
ま
す

23　平成18年３月　広報なかの

を
中
心
に
、
中
野
市
が
所
蔵

す
る
油
彩
画
を
展
示
し
ま
す
。

日
下
里
美
木
版
画
展

３
月
６
日�
ま
で

土
雛
と
そ
の
仲
間
た
ち　

月
岡

尚
雄
写
真
集

３
月
８
日�
〜　

日�
17

長
野
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
８
回
記
念

ピ
ン
バ
ッ
ジ
展

３
月　

日�
ま
で

17

特
別
展
「
ふ
る
さ
と
の
お
内
裏

さ
ま
展
」

３
月　

日�
〜
４
月
７
日�

22

※
火
曜
日
休
館

「
中
野
の
民
具
展
」

５
月　

日�
ま
で

24

※
数
十
年
前
に
使
用
さ
れ
て
い

た
な
つ
か
し
い
生
活
道
具
、

修
復
し
た
江
戸
時
代
の
享
保

雛
な
ど
を
展
示
し
ま
す
。

「
中
野
市
所
蔵
油
彩
画
展
」

３
月
９
日�
〜
５
月　

日�
24

※
桜
田
晴
義
、 高
橋
政
文
、土
屋

貢
、 三
沢
忠
、山
田
晃
の
作
品

中
野
小
学
校
旧
校
舎 
・

信
州
中
野
銅
石
版
画

ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム

歴
史
民
俗
資
料
館

中
野
陣
屋 
・ 
県
庁
記
念
館

展
示
案
内

会場 ・ 問い合わせ先日時相談名

福祉ふれあいセンター
　  （� 26 － 3111）
　 　法律相談は予約が
    必要となりますので、
ご希望の方は福祉ふ
れあいセンターまで
 ご連絡ください。 　

毎週月～金曜日
13:30 ～ 16:30心配ごと相談

毎週月～金曜日
９ :00 ～ 17:00福祉相談

毎週月～金曜日
９ :00 ～ 17:00ボランティア相談

毎月第１・３月曜日
13:30 ～ 15:30法律相談

毎月第１・３日曜日
14:00 ～16:00結婚相談 (    　　　 )

市民会館 44 号
( 内線 335)

(中野地域)４月10日�
13:00 ～16:00

行政相談所
豊田支所相談室
( 内線 114)

(豊田地域)４月10日�
９:00～11:30

人権センター
� ２３－４８１０
面接相談は予約が必要とな
ります。 

(電話)毎週月 ・ 水 ・ 金
９:00 ～17:00

女性相談窓口
(面接)毎週月 ・ 水 ・ 金
９:00 ～13:00

北信地方事務所
� ２３－０２０２

毎月第３木曜日
10 :00 ～ 15:00交通事故巡回相談

福祉会館
( 中野地域からの有線は 21104）

毎月第１・ ３水曜日
14:00 ～ 16:00身体障害者相談所

市教育委員会
( 内線 304)毎週月～金曜日

９ :00 ～ 17:00子ども教育相談室
予約が必要となります。 

� ２６ － １２６０
(中野児童センター内)

毎週火曜日
９ :30 ～ 11:30テレホン子育て相談

� ２６ －５２１９
(平野児童センター内)

毎月第１木曜日
10:00 ～ 11:30児童保健相談

� ２３ － ３１９１
(市教育委員会内)常時いじめ相談３１９１

南宮庁舎職業相談室
(�23 － 4710）

毎週月～金曜日
８ :30 ～ 17:00職業相談

会場
人権センター

相談は無料、 秘密は厳守
各種相談日程

高
校
（
仮
称
）
設
立
準
備
室
担
当

校
長　

國
分
達
夫
先
生

　

皆
で
お
話
を
聞
い
た
り
、
お
し

ゃ
べ
り
を
し
た
り
し
て
、
寝
た
き

り
や
認
知
症
を
予
防
し
ま
し
ょ
う
。

中
野
地
域　

３
月　

日�
午
後
２

13

時
〜
４
時
・
厚
貝
公
民
館

豊
田
地
域　

３
月　

日�
 
午
後

23

２
時
〜
４
時
・
穴
田
公
民
館

　

県
立
高
校
の
再
編
に
よ
り
、
新

し
い
高
校
が
設
置
さ
れ
よ
う
と
し

て
い
ま
す
。
学
習
会
を
開
催
し
ま

す
の
で
、
ご
参
加
を
お
願
い
し
ま
す
。

日
時　

３
月　

日�
午
後
２
時

11

会
場　

中
央
公
民
館
講
堂

内
容　

「
総
合
学
科
高
校
っ
て
ど

う
い
う
高
校
」

講
師　

都
立
葛
飾
地
区
総
合
学
科

総
合
学
科
高
校
学
習
会

学
校
教
育
課
総
務
係

（
内
線
３
０
３
）

�

※
講
座
の
内
容
や
費
用
な
ど
、
詳

　

し
く
は
直
接
お
問
い
合
わ
せ
く

　

だ
さ
い
。

▼
中
野
陣
屋
・
県
庁
記
念
館
常

設
展
「
世
界
の
馬
っ
こ
展
」

の
充
実
、
展
示
の
た
め
、

  
馬
糞
石
〈
松
川
・
小
田
切
孝

行
様
〉

ご
寄
付

あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た

 （　
　
　
 　
　
  
）

平
成　

年
１
月　

日
か
ら

18

19

平
成　

年
２
月　

日
ま
で

18

17

介
護
予
防
地
域
講
座

（
お
達
者
く
ら
ぶ
）

�
高
齢
者
福
祉
課
保
健
福
祉
係

（
内
線
２
９
６
）
ま
た
は
豊

田
支
所
内
豊
田
在
宅
介
護
支

援
セ
ン
タ
ー （
内
線
１
４
４
）

�

�

�

�

������������������

������������������

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

　

ひ
な
祭
り
に
は
各
家
庭
で
、

お
内
裏
さ
ま
の
ひ
な
人
形
を
飾

っ
て
、
特
に
女
の
子
の
健
康
と

幸
福
を
願
っ
て
き
ま
し
た
。
そ

の
ひ
な
祭
り
を
前
に
し
て
、
中

野
で
は
「
お
ひ
な
市
」
が
催
さ

れ
、
こ
れ
が
江
戸
時
代
か
ら
今

日
ま
で
続
い
て
い
ま
す
。

　

今
年
は
、
ひ
な
祭
り
の
原
点

に
立
ち
返
り
、
全
国
の
内
裏
雛

を
集
め
、 「
ふ
る
さ
と
の
お
内
裏

さ
ま
展
」
を
開
催
し
ま
す
。

　

ま
た
、
全
国
各
地
に
伝
わ
る

郷
土
玩
具
の
販
売
コ
ー
ナ
ー
も

設
置
し
ま
す
。

期
間　

３
月　

日�
〜
４
月
７

22

日�
（
期
間
中
無
休
）

時
間　

午
前　

時
〜
午
後
６
時

10

（
入
場
無
料
）

問
い
合
わ
せ
先

中
野
陣
屋
・
県
庁
記
念
館

�
�
２
７
１
８

中
野
陣
屋
・
県
庁
記
念
館
特
別
展

「
ふ
る
さ
と
の
お
内
裏
さ
ま
展
」
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中野保健センター �26－6986
休日診療所： �26－2337
休日当番薬局携帯電話 �090－4125－8402
 （ともに ９ 時～17 時。日・祝日のみ）

市 役 所 保 健 課 �22-2111 内線242 ・ 243
豊田支所保健福祉課 �38-3111 PHS 6120

期日／４月14日�
時間／午前９時30分～11時45分
会場／中野保健センター
持ち物／筆記用具、母子健康手帳
内容／妊娠の経過と起こりやすい異
　　　常、 妊産婦の栄養
※４月からマタニティークラスと名称が変わります。

両親学級

期日／３月１４日�
時間／午前10時15分～11時30分
会場／中野保健センター
対象／４～６か月
内容／赤ちゃん体操、離乳食について
申し込み先／市役所保健課または豊
　　　　　　田支所保健福祉課

育児教室

市の人口市の人口
（平成18年２月１日現在） （平成18年２月１日現在）

人　口　４６,７１３人（－30）
　男　　２２,５５８人（－19）
　女　　２４,１５５人（－11）
世帯数　１４,６１０戸（－ 9）

乳幼児健康診査
受付時間／午後１時～１時30分
会場／中野保健センター
持ち物／母子健康手帳、オムツ、
　　　　バスタオル

対　　象健 診 日健診名

17年11月１日～
　　11月30日生３月14日�

３か月
健 診

17年７月１日～
　　７月31日生３月15日�７か月

健 診
16年８月１日～
　　８月31日生３月17日�

１歳 
６か月
健 診

16年２月１日～
　　２月29日生３月13日�２ 歳

健 診
15年２月１日～
　　２月28日生３月16日�３ 歳

健 診
※都合の悪い場合は翌月お出かけく
　ださい。

Ｂ Ｃ Ｇ
予防接種

　わんぱくで好奇心のある男の
子です。外に出て遊ぶことが好
きで、食べ物はお肉やイチゴが
大好き。思いやりのある優しい
子に育ってほしいと思います。
(宮島進･貴子さん 安源寺)

宮島 千 浩   くん （３歳２か月）
ち ひろ

�

�

�

�
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Ｑ
治
療
し
た
歯
が
む
し
歯
に

　

な
っ
た

Ａ
む
し
歯
は
、
歯
の
汚
れ
の
た
ま

っ
て
い
た
と
こ
ろ
な
ど
に
で
き
て

し
ま
い
ま
す
。
そ
こ
に
で
き
た
む

し
歯
を
治
し
た
と
し
て
も
、
汚
れ

が
た
ま
り
や
す
い
場
所
で
あ
る
こ

と
に
か
わ
り
は
あ
り
ま
せ
ん
。
ま

た
、
む
し
歯
を
治
療
し
て
つ
め
た

と
し
て
も
、
歯
と
つ
め
た
も
の
の

す
き
間
に
は
必
ず
汚
れ
が
存
在
し

ま
す
。
そ
の
す
き
間
か
ら
ま
た
む

し
歯
が
生
じ
て
し
ま
う
こ
と
は
十

分
考
え
ら
れ
ま
す
。

　

再
発
し
な
い
た
め
に
は
、
治
し

た
む
し
歯
の
清
掃
（
ブ
ラ
ッ
シ
ン

グ
）
を
毎
日
き
ち
ん
と
す
る
こ
と

で
す
。（協

力　

中
高
歯
科
医
師
会
）

歯
の
は
な
し�

 「
こ
ん
な
と
き

   
ど
う
す
る 
Ｑ
＆
Ａ
」

（ ）は前月１日比 （  ） は前月１日比

ポリオ（小児マヒ）

受付時間／午後１時～１時50分

 <中野保健センター>
４月10日�…日野、延徳、長丘、科野、倭
　　11日�…中野
　　13日�…高丘、平岡
　　14日�…平野
<豊田保健センター>
４月12日�…豊田

３か月～１歳６か月の乳幼児
(７歳６か月未満まで接種可能)
・下痢をしている場合は、治って
から受けましょう。
※６週間以上あけて２回接種

対
象 
・ 
接
種
方
法

予防接種
持ち物／母子健康手帳、予診票
ＢＣＧ(接種年齢は３～６か月未満の乳児)

３月14日�
受付時間／午後１時～１時30分
会場／中野保健センター
対象／平成17年12月生まれ
※３か月健診時に行います。

期日／３月24日�
時間／午後１時30分～３時30分
会場／西部公民館
テーマ／「その日のうちに疲れを
　　　　　リセット！」
　　　　～身体の疲れ痛み、こりの

　　　　予防法、解消法～
講師／北信総合病院　理学療法士
　　　森田さん
※お申し込みは不要で、受講は無料。

いきいき健康講座
～ＰＡＲＴ４～

※豊田地域の方も、中野保健センタ
ーで接種を受けられます。

　４月１日から、麻しん・風しん
混合ワクチンに変わります。対象
者は、３月中に医療機関で予約し
てください。
対象者／12か月～24か月の幼児
※詳しくは、健康カレンダーをご
覧ください。

麻しん ・ 風しん混合予防接種



　

皆
さ
ん
は
、
風
邪
の
予
防

に
何
か
心
が
け
て
い
る
こ
と

や
習
慣
は
あ
り
ま
す
か
？

　

今
年
は
、
イ
ン
フ
ル
エ
ン

ザ
が
猛
威
を
振
る
い
、
二
重

三
重
の
予
防
が
必
要
と
な
っ

て
い
ま
す
。
予
防
接
種
は
も

ち
ろ
ん
、
毎
日
の
生
活
の
中

で
の
予
防
。

　

私
は
、
基
本
中
の
基
本
、
う
が
い

と
手
洗
い
を
必
ず
す
る
。
も
う
一
つ

は
、
お
風
呂
上
り
に
手
足
に
冷
水
を

か
け
る
こ
と
。
そ
れ
ま
で
毎
月
一
回

は
風
邪
を
引
い
て
い
た
の
が
、
こ
れ

を
実
践
す
る
よ
う
に
な
っ
て
か
ら
嘘

の
よ
う
に
風
邪
知
ら
ず
の
体
に
な
り

ま
し
た
。
逆
に
忘
れ
て
し
ま
う
と
風

邪
を
引
い
て
し
ま
う
ほ
ど
で
す
。

　

寒
い
時
期
だ
け
で
な
く
、
冬
か
ら

春
へ
と
暖
か
く
な
る
季
節
の
変
わ
り

目
に
も
風
邪
を
引
き
や
す
い
と
い
い

ま
す
。
う
が
い
、
手
洗
い
は
も
ち
ろ

ん
、
マ
ス
ク
を
す
る
、
ビ
タ
ミ
ン
な

ど
の
栄
養
を
摂
取
す
る
と
い
っ
た
予

防
の
仕
方
は
い
く
つ
も
あ
り
ま
す
が
、

自
分
な
り
の
方
法
を
し
っ
か
り
実
践

し
、
毎
日
元
気
に
過
ご
し
た
い
も
の

で
す
。

　

ま
た
花
粉
症
の
季
節
が
や
っ
て
き

ま
す
が
、
皆
さ
ん
体
調
管
理
に
は
充

分
気
を
付
け
て
く
だ
さ
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
Ｙ
）

１１ 文 化 な か の／06.３

　

な
ん
た
っ
て
お
外
が
大
す
き
、
そ
ん
な
子
に
せ
が

ま
れ
て
増
し
来
た
春
光
の
中
を
行
け
ば
、
雪
解
け
の

道
端
に
咲
く
小
さ
な
花
た
ち
に
で
あ
う
。

　

い
つ
の
ま
に
こ
ん
な
に
沢
山
咲
い
た
の
か
。
土
に

華
や
ぐ
空
の
よ
う
な
そ
の
色
に
「
綺
麗
き
れ
い
」
と

喜
び
愛
で
れ
ば
、
ち
い
さ
な
長
靴
の
歩
み
を
止
め
て

覗
き
込
む
可
愛
い
ら
し
さ
。

　

花
は
、
強
く
美
く
し
。

　

み
ん
な
自
分
で
自
分
を
精
一
杯
咲
く
。

　

凍
て
つ
い
て
い
た
野
山
に
三
月
の
陽
あ
ふ
れ
、
全

て
に
躍
動
の
息
づ
き
を
感
じ
る
か
ら
、
こ
の
明
る
い

巡
り
来
た
春
を
、
未
来
あ
る
子
ど
も
た
ち
の
た
く
さ

ん
の
夢
と
希
望
に
重
ね
た
い
。

幼
子
と
手
を
つ
な
ぎ
行
く
春
の
道

幼
子
と
手
を
つ
な
ぎ
行
く
春
の
道

季季季季季季季季季季季季季季季季
節節節節節節節節節節節節節節節節
のののののののののののののののの
ココココココココココココココココ
ララララララララララララララララ
ムムムムムムムムムムムムムムムム

季
節
の
コ
ラ
ム
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◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆ググググググググググググググググルルルルルルルルルルルルルルルルーーーーーーーーーーーーーーーーププププププププププププププププ紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹介介介介介介介介介介介介介介介介「「「「「「「「「「「「「「「「豊豊豊豊豊豊豊豊豊豊豊豊豊豊豊豊田田田田田田田田田田田田田田田田川川川川川川川川川川川川川川川川柳柳柳柳柳柳柳柳柳柳柳柳柳柳柳柳ククククククククククククククククララララララララララララララララブブブブブブブブブブブブブブブブ」」」」」」」」」」」」」」」」◆グループ紹介「豊田川柳クラブ」

◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆編編編編編編編編編編編編編編編編集集集集集集集集集集集集集集集集委委委委委委委委委委委委委委委委員員員員員員員員員員員員員員員員だだだだだだだだだだだだだだだだよよよよよよよよよよよよよよよよりりりりりりりりりりりりりりりり◆編集委員だより

◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆公公公公公公公公公公公公公公公公民民民民民民民民民民民民民民民民館館館館館館館館館館館館館館館館フフフフフフフフフフフフフフフフォォォォォォォォォォォォォォォォトトトトトトトトトトトトトトトト◆公民館フォト

◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆今今今今今今今今今今今今今今今今月月月月月月月月月月月月月月月月のののののののののののののののの伝伝伝伝伝伝伝伝伝伝伝伝伝伝伝伝言言言言言言言言言言言言言言言言板板板板板板板板板板板板板板板板◆今月の伝言板

「「「「「「「「「「「「「「「「中中中中中中中中中中中中中中中中野野野野野野野野野野野野野野野野市市市市市市市市市市市市市市市市のののののののののののののののの子子子子子子子子子子子子子子子子どどどどどどどどどどどどどどどどもももももももももももももももも理理理理理理理理理理理理理理理理解解解解解解解解解解解解解解解解」」」」」」」」」」」」」」」」 「中野市の子ども理解」
にににににににににににににににに取取取取取取取取取取取取取取取取りりりりりりりりりりりりりりりり組組組組組組組組組組組組組組組組んんんんんんんんんんんんんんんんだだだだだだだだだだだだだだだだ成成成成成成成成成成成成成成成成果果果果果果果果果果果果果果果果ををををををををををををををををに取り組んだ成果を
ままままままままままままままままととととととととととととととととめめめめめめめめめめめめめめめめたたたたたたたたたたたたたたたた冊冊冊冊冊冊冊冊冊冊冊冊冊冊冊冊子子子子子子子子子子子子子子子子のののののののののののののののの紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹介介介介介介介介介介介介介介介介まとめた冊子の紹介

特特集集

文
化
な
か
の

地域の稀少な伝承行事 ― 餅の入った“ワラット”を交換する小沼餅かえ行事
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「「「「「「「「「「「「「「中中中中中中中中中中中中中中野野野野野野野野野野野野野野市市市市市市市市市市市市市市のののののののののののののの子子子子子子子子子子子子子子どどどどどどどどどどどどどどもももももももももももももも理理理理理理理理理理理理理理解解解解解解解解解解解解解解」」」」」」」」」」」」」」「 中野市の子 ど も 理解」
にににににににににににににに取取取取取取取取取取取取取取りりりりりりりりりりりりりり組組組組組組組組組組組組組組んんんんんんんんんんんんんんだだだだだだだだだだだだだだ成成成成成成成成成成成成成成果果果果果果果果果果果果果果ををををををををををををををに 取 り 組んだ成果を
冊冊冊冊冊冊冊冊冊冊冊冊冊冊子子子子子子子子子子子子子子ににににににににににににににままままままままままままままととととととととととととととめめめめめめめめめめめめめめままままままままままままままししししししししししししししたたたたたたたたたたたたたた冊子 に ま と め ま し た
――地域での支援の方向と

取り組みの具体を提案――

“地域の子どもは、 地域で育てたい” の熱い願いを背景に

中野市の子どもが、 今、 おかれている環境 （自然 ・ 人的） の中で

何を見つめ ・ 感じ ・ 思い ・ 考え ・ 求め ・ 活動して生きているのか。

中野市公民館 （中央 ・ 北部 ・ 西部 ・ 豊田） では、

今年度、 子ども事業専門委員会を立ち上げ、 一年間問い深めてきました。

そして、 この度調査 ・ 研究の成果をまとめた冊子ができあがりました。

この冊子は、 公民館事業や地域で子育て事業を

進めるときの参考にしていただければ幸いです。

＊＊＊＊冊子 「まなざし」 の目次＊＊＊＊

第一章

第二章

第三章

今の中野市の子どもたち （実態編）
 ――主として幼児・小学生を対象に――
　専門委員の目を通して多角的に見た子ど
もの意識や活動の実態と考察

子どもたちの声なき叫び （受容編）
　実態から浮かび上がってきた子育ての課
題とその内容を、課題を抱えて生きる中野
市の子どもたちの「声なき叫び」として受
け止めた。今後立ち上げていく事業や支援
策のための根拠とするもの

支援の方向と提案   （構想編・実践計画編）
　課題と内容を深く受け止め、子ども自身
が内在させている力を呼び起こし、自ら伸
びようとする自立・自発への支援の方向性
と支援活動の具体的取り組みの提案



ダイジェスト

第一章 今の中野市の子どもたち（実態編）
  ――主として幼児・小学生を対象に――

　今おかれている環境の中で、子どもたちの意識や生活の様子はどのようになってい
るのか、調査してまとめました。

《生活のありさまから》
●創意工夫して遊ぶことよりもポケモン、タマゴ
ッチなどの流行玩具が、興味や話題の中心とな
っている。また、子どもを取り巻く環境には、
音楽ＣＤ、映画ビデオやＤＶＤ、ゲームソフト
などがあふれ、それらの貸し借りや売り買いも
日常的なものとなっている。
●生活経験や遊びを通した学びが少なくなり、危
険を回避する知恵や力をつける機会を得られな
いまま、大きくなってきている。

●気持ちが他者依存、消極的になっている子ども
が見られる。「ぼくは、それできないからやらな
い」「わたしは、野菜がきらいだから食べない」
「お母さんが自転車は危ないって言ったから、
わたしは乗らない」「外へ遊びに行くと誘拐され
るから遊びに行かない」などの声も聞かれる。

　等々、浮かび上がってきた子どもの様子が、
９ページにわたりまとめてあります。

第二章 子どもたちの声なき叫び（受容編）
　第一章の実態から浮かび上がってきた内容に深く思いを寄せ、話し合っていく中か
ら気づいてきた子育ての課題は、
“満ち足りた衣食住がゆえの子育ての戸惑い ・ 発達不全をどうしたらよいか”
でありました。 その内容を５つにまとめ、 「子どもたちの声なき叫び」という形で表しました。

●　お友だちと、思いっきりお外を飛び回りたい
●　テレビゲームで遊べるから、お友だちがいなくてもちっともさびしくないよ
●　何かやりたいことを見つけて思いきりやってみたい
●　おかあちゃん（おとうちゃん）あのね、お話したいことで胸がいっぱいなの
●　食べたいものはいつでも食べられからいいけれど、朝飯や夕飯になると、あれを
　　食べろ、これも食べろと言われるからいやだ

第三章 支援の方向と提案（構想編・実践計画編）
　この章では、第二章「子どもたちの声なき叫び」に応えていくための支援の方向と
その具体を提案させていただきました。

《提案の中から》
●子どもは“自然”であるからこそ、自然の中から
人間らしい心・感性が育まれていくのではないか。
（題材「みちくさお散歩教室」の提案）
●幼児は、水溜りがあれば「入ろうとする」「かきま
わす」「はねとばす」などやりたがる。川で水と思
いっきり遊んで、のびのびと豊かな心や感性が育

　まれるようにしたい。（題材「おもいきり水と遊ぼ
う」の提案）
●火起こしに挑戦しよう
●基地を作って思いきり遊ぼう
●ふるさとオペレッタ
など30を超える題材を提案させていただきました。

中野市公民館においても、この中から題材を選んで平成18年度から取り組んでいきます。

※冊子のお問い合わせは中央公民館まで　　電話２２－２６９１　　有線２０６９１

３３ 文 化 な か の／06.３
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ふ
る
さ
と
の
歴
史

　

豊
田
川
柳
ク
ラ
ブ
は
、
平
成

十
六
年
度
に
旧
豊
田
村
公
民
館

主
催
で
開
催
さ
れ
た
、
川
柳
教

室
の
受
講
生
を
中
心
に
発
足
し

た
サ
ー
ク
ル
で
す
。

　

長
野
県
川
柳
作
家
連
盟
会
長

石
田
一
郎
先
生
を
講
師
に
、
月

一
回
活
動
し
て
い
ま
す
。
毎
回

二
つ
ず
つ
「
お
題
」
が
出
さ
れ
、

活
動
日
ま
で
に
作
句
し
ま
す
。

「
五
･
七
･
五
」
の
リ
ズ
ム
に

自
分
の
思
い
を
託
す
の
は
な
か

な
か
難
し
い
の
で
す

が
、
石
田
先
生
の
添

削
に
よ
り
、
ま
る
で

マ
ジ
ッ
ク
の
よ
う
に

す
っ
き
り
し
た
作
品

に
変
わ
り
、
い
つ
も

賛
嘆
し
て
い
ま
す
。

　

川
柳
は
、
誰
で
も

簡
単
に
作
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。
そ
の
中

に
も
メ
ン
バ
ー
そ
れ

ぞ
れ
の
個
性
、
作
句

の
特
徴
が
あ
り
、
自

分
に
は
無
い
作
句
方

法
に
お
互
い
勉
強
に

な
り
、
川
柳
の
奥
深

さ
を
実
感
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
考
え
抜
い
た
末
に
作

句
し
た
作
品
を
、
褒
め
上
手
な

先
生
に「
こ
れ
は
良
い
句
だ
ね
。」

と
褒
め
て
い
た
だ
い
た
時
の
気

持
ち
良
さ
が
た
ま
ら
ず
、
毎
回

楽
し
ん
で
活
動
し
て
い
ま
す
。

　

中
に
は
、
積
極
的
に
コ
ン
ク

ー
ル
に
応
募
し
、
入
選
を
果
た

し
て
い
る
メ
ン
バ
ー
も
い
ま
す
。

　

皆
さ
ん
も
「
良
い
句
だ
ね
。」

の
褒
め
言
葉
を
い
た
だ
く
快
感

を
味
わ
っ
て
み
ま
せ
ん
か
。
参

加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

　
　
　
　

会
長　

岡
村　

郁
子

グ
ル
ー
プ
紹
介

グ
ル
ー
プ
紹
介

　

上
今
井
集
落
の
南
東
の
隅
に
、

「 
内
堀
館 
」
と
よ
ぶ
館
跡
が
あ
る
。

う
ち
ぼ
り
や
か
た

平
成
五
年
（
一
九
九
三
）
に
長
野

県
史
跡
の
指
定
を
う
け
て
い
る
。

　

館
の
広
さ
は
堀
を
の
ぞ
い
て
、

南
北
六
〇
メ
ー
ト
ル
、
東
西
五
〇

メ
ー
ト
ル
の
ほ
ぼ
四
角
形
。
北
・

東
・
西
の
三
方
に
、
幅
一
〇
メ
ー

ト
ル
の 
馬  
蹄  
形 
の
水
堀
。
北
と
西

ば 
て
い 
け
い

に
は
高
さ
三
メ
ー
ト
ル
の 
土  
塁 
。
部

ど 
る
い

分
的
に
は 
野  
面  
積 
み
の
石
垣
で
か
こ

の 
づ
ら 
づ

ま
れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に 
防
御 
を

ぼ
う
ぎ
ょ

固
め
た
中
に
住
居
が
あ
る
、
中
世
豪

族
の
典
型
的
な
屋
敷
跡
で
あ
る
。

　

西
に
は
り
っ
ぱ
な
門
、
西
・
北
・

東
は
大
木
が
う
っ
そ
う
と
繁
っ
て
、

そ
こ
は
い
か
に
も
中
世
ら
し
い
景
観

を
残
し
て
い
る
。

　

こ
の
館
は
、
江
戸
時
代
後
期
に
は
、

飯
山
街
道
の
本
陣
と
な
っ
て
、
飯
山

藩
の
殿
様
が
、
参
勤
交
代
の
折
に
こ

こ
で
休
ん
だ
。
部
屋
の
一
段
高
い
所

に
殿
様
専
用
の
「
上
段
の
間
」
が
あ

る
。

　

現
在
、
館
跡
は
個
人
の
所
有
と
な

っ
て
お
り
、
敷
地
の
一
角
に
住
宅
が

あ
る
。

　
　
　
　
　

阿
部　

敏
明

　

上
今
井
分
館
は
、
千
曲
川
の
西

側
、
豊
田
地
区
（
旧
豊
田
村
）
の

最
南
端
に
位
置
し
て
い
ま
す
。
産

業
は
果
樹
栽
培
、
水
稲
を
主
と
す

る
土
地
で
す
。

　

平
成
十
七
年
度
の
公
民
館
活
動

の
目
的
は
、
区
民
の
文
化
交
流
・

健
康
の
増
進
を
図
る
事
業
を
実
施

し
、
人
と
人
が
時
と
場
を
共
有
し
、

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
果
す
場

の
お
手
伝
い
が
で
き
れ
ば
と
い
う

こ
と
で
事
業
を
進
め
て
ま
い
り
ま

し
た
。

　

そ
の
一
つ
と
し
て
、
五
月
に
各

常
会
対
抗
の
区
民
球
技
大
会
（
ソ
フ

ト
ボ
ー
ル
・
ソ
フ
ト
バ
レ
ー
・
ゲ
ー

ト
ボ
ー
ル
）
を
上
今
井
グ
ラ
ウ
ン
ド

で
行
い
ま
し
た
。
大
会

の
運
営
は
、
役
員
・
常

会
長
等
多
く

の
皆
さ
ん
に

ご
協
力
い
た

だ
き
ま
し
た
。

試
合
で
は
、

勝
ち
負
け
で

エ
キ
サ
イ
ト

す
る
場
面
が

あ
り
ま
し
た
が
、
そ
れ

よ
り
も
区
民
同
士
の
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
図
れ
た
大
会

と
な
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
お
盆
に
あ
わ
せ
て
夏
祭
り

こ
ん

に
ち
は

分
館
分
館
分
館
分
館

を
育
成
会
と
共
催
で
行
い
ま
し
た
。

今
年
は
、
よ
り
大
勢
の
区
民
の
参
加

を
と
い
う
こ
と
で
文
化
祭
も
同
時
に

開
催
し
ま
し
た
。
育

成
会
の
出
店
や
役
員

の
出
店
、
子
ど
も
た

ち
に
よ
る
コ
ー
ラ
ス
、

も
み
じ
太
鼓
、
豊
井

ふ
る
さ
と
太
鼓
、
歌

謡
シ
ョ
ー
等
が
行
な

わ
れ
、
盛
大
に
開
催

で
き
ま
し
た
。

　

今
後
は
、
各
種
団

体
と
協
力
し
て
、
幅

広
い
年
齢
層
が
参
加

で
き
る
事
業
活
動
が
で
き
れ
ば
と
思

い
ま
す
。

　

上
今
井
分
館
長　

神
田　

勝
則

県
史
跡
の
内
堀
館

上今井分館

豊
田
川
柳
ク
ラ
ブ

４４
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栗
林
区
に
お
住
ま
い
の
、

小
林
ふ
み
子
さ
ん
を
ご
紹
介

し
ま
す
。

　

小
林
さ
ん
は
、
長
野
県
が

主
催
す
る
農
村
女
性
き
ら
め

き
コ
ン
ク
ー
ル
「
主
張
の
部
」

で
、
平
成
十
六
年
度
最
優
秀

賞
（
知
事
賞
）
を
受
賞
さ
れ

ま
し
た
。
こ
の
コ
ン
ク
ー
ル

は
、
農
業
や
農
村
生
活
、
地

域
づ
く
り
に
積
極
的
に
取
り

組
ん
で
い
る
農
村
女
性
の
活

動
を
紹
介
し
、
男
女
が
パ
ー

ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
を
発
揮
で
き

る
魅
力
あ
る
農
村
社
会
づ
く

り
を
進
め
る
た
め
行
な
わ
れ

て
い
ま
す
。
小
林
さ
ん
の
主

張
文
、「
家
族
経
営
協
定
は
、

農
村
女
性
の
活
力
に
な
る
」

に
は
、
個
性
を
活
か
し
た
農

業
経
営
の
確
立
に
つ
い
て
述

べ
ら
れ
て
い
ま
す
。
そ
し
て

昨
年
は
、
栗
林
区
の
婦
人
講

座
で
、「
元
気
に
な
る
秘
訣
」

と
題
し
、
講
演
さ
れ
ま
し
た
。

　

小
林
さ
ん
は
農
業
委
員
と

し
て
も
活
躍
さ
れ
、
地
域
の

方
と
風
の
会
へ
の
参
加
、
男

女
共
同
参
画
を
推
進
さ
れ
て

い
ま
す
。
ま
た
、
持
続
性
の

高
い
農
業
生
産
方
式
の
エ
コ

フ
ァ
ー
マ
ー
へ
の
推
奨
、
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
へ
の
参
加

な
ど
幅
広
く
活
動
さ
れ
て
い

ま
す
。
こ
れ
も
地
域
の
方
の

協
力
、
そ
し
て
良
い
仲
間
に

恵
ま
れ
て
い
る
か
ら
と
仰
ら

れ
て
い
ま
し
た
。

　

現
在
は
、
夫
と
息
子
さ
ん

の
三
人
で
互
い
に
理
解
し
合

い
、
支
え
合
い
な
が
ら
農
業

経
営
を
さ
れ
て
い
る
そ
う
で

す
。
小
林
さ
ん
の
親
し
み
や

す
く
、
優
し
い
人
柄
が
印
象

的
で
し
た
。

　

な
お
、
小
林
さ
ん
の
主
張

文
は
、

w
w
w
.pref.nagano.jp/

xnousei/hokusinkai/
genchi-jyoho/2004/
0412kiram

eki.htm

で
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。

　
　
　
　
　

（
Ｋ
・
Ｓ
）
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編
集
委
員

だだだだだだだだだだだだだだだだだだだだ
よよよよよよよよよよよよよよよよよよよよ
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だ
よ
り

小
林
ふ
み
子
さ
ん

公民館フォト

　豊田公民館「水墨画入門教室」(全５回)が、１月26日
から始まりました。“これから水墨画を学んでみたい”
とお考えの方に最適な初心者向けの講座です。内容は、
水墨画の基本的な筆使いや、水墨画の基礎となる植物の
竹・蘭・梅・菊（総称して「四君子」）の描き方を一つ
ずつ習得して、最終的にそれらを応用し創作作品を制作
します。この講座は３月23日まで行なわれます。

墨墨と水水で彩る芸術

健康健康は自分で “つくる”

　２月４日、中央公民館・西部公民館で「やしょうまづく
り講座」を開催しました。講師として、いずれも中野市食
生活改善推進協議会の会員の皆さんにご指導いただきまし
た。最近は、様々な色を組み合わせたアイディアいっぱい
のやしょうまが人気とあって、テレビアニメのキャラクタ
ーなどにも挑戦しました。参加者は冬の一時を、親子や友
人同士でふれ
あいながら、
北信地方の郷
土食やしょう
まづくりをた
のしみました。

色とりどりたのしいややしょうましょうま

　北部公民館「高齢者大学」を２月14日に開催しました。
今回は、 「歌って笑って健やか人生」 と題し、西箕輪公民館長
の城取茂美先生にご講演いただきました。健康でイキイキ
過ごす秘訣として、 “日々の生活に笑顔と歌を取り入れる”

とお話されまし
た。受講者から
は、「歌は心に勇
気と明るさを教
えてくれる。笑
顔は健康の素で
あることを知る
ことができまし
た」 など、たくさ
んの感謝の声が
寄せられました。

嘉生稀宗先生の指導に目を凝らす受講者嘉生稀宗先生の指導に目を凝らす受講者

歌とユーモアを交えお話された城取先生歌とユーモアを交えお話された城取先生

様々な絵柄や色鮮やかでかわいい様々な絵柄や色鮮やかでかわいい
やしょうまができましたやしょうまができました

平成17年度平成17年度

分館報コンクール結果
　本コンクールは、分館の広報活動促進を目的
に毎年開催しています。今年度は、１分館協議
会を含む33分館から出品されました。地域の情
報が幅広く掲載されたもの、工夫を凝らした内
容、地域性や特徴のある分館報が数多くありま
した。
　今年度の入賞は、下記のとおりです。

　最優秀賞　 西条分館（西条だより）
　優 秀 賞　 間山分館（館報まやま）
　努 力 賞　 新野分館（館報しんの）
　企 画 賞　 吉田分館（分館報よしだ）



■第25回中野市民書道展
展示期間　３月31日(金)～４月１日(土)
　　　　　　時間は両日とも午前９時～午後６時
展示会場　中央公民館 講堂
出品資格　市内に在住・在勤している方、または
　　　　　市内の書道グループに所属している方
出 品 数　１人１点まで（但し未発表の作品に限る）
作品規格　●一般の部（高校生を含む）
　　　　　　条幅半折、裏打ち仮巻き着装
　　　　　●小中学生の部　条幅半折４分の１、
　　　　　　縦長書、裏打ちなし仮巻き着装
申 込 み　３月17日(金)までに、所定の出品申込書
　　　　　により中央公民館へお申込みください。

中野市公民館報『文化なかの』　平成18年3月2日発行　／発行　中野市中央公民館 　／編集　文化なかの編集委員会
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今月の伝言板

作品募集

お問合せ及び　中 野 市 中 央 公 民 館
申 込 み 先　℡２ ２- ２ ６ ９ １　㈲２ ０ ６ ９ １

ホームページもご覧ください
ht tp : / /www. c i t y . n akano . n agano . j p / kom inkan

豊豊豊豊豊豊豊豊豊豊豊豊豊豊豊豊豊豊豊豊田田田田田田田田田田田田田田田田田田田田公公公公公公公公公公公公公公公公公公公公民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民館館館館館館館館館館館館館館館館館館館館かかかかかかかかかかかかかかかかかかかからららららららららららららららららららら豊田公民館から

開催のお知らせ

≪今月号の表紙の写真≫毎年、  事  八  日  （3月8日 ） に五穀豊穣 ・ 家内安全
こと よう か

を祈願し行われる小沼地区の餅かえ行事（市指定無形民俗文化財）

中中中中中中中中中中中中中中中中中中中中央央央央央央央央央央央央央央央央央央央央公公公公公公公公公公公公公公公公公公公公民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民館館館館館館館館館館館館館館館館館館館館かかかかかかかかかかかかかかかかかかかからららららららららららららららららららら中央公民館から

■クローズアップ豊田
　豊田地域の歴史・風土・文化を学んでいただく講
座（全３回）の最終回です。
日　時　３月８日(水) 午後１時30分～午後３時
場　所　豊田文化センター 会議室
内　容　「斑尾火山の自然」
講　師　前長野県立歴史館 館長　市川 健夫　先生
受講料・申込み　不要

■平成17年度高齢者学級
＜第３回（公開講座）＞

日　時　３月13日(月) 午後１時30分～午後３時
場　所　豊田文化センター 会議室
演　題　「 生命  無  限 」――健康長寿のひけつ――

いのち む げん

講　師　大本山活禅寺　柳沢 無双　先生
＜第４回＞

日　時　３月27日(月) 午後１時30分～午後３時
場　所　豊田文化センター 会議室
内　容　・豊田公民館長のお話
　　　　・マジックショー　安藤 照治　氏
受講料・申込み　不要

内　容　中央公民館高齢者大学のクラブ活動で制

　　　　作した作品の展示 （絵手紙 ・ 書 ・ ちぎり絵）

場　所　中央公民館１階 展示コーナー

高齢者大学作品展

　　　　　　　 中 野 市 豊 田 公 民 館
　　　　　　　  ℡３８－２９２２

トランペット
の魅力を堪能♪

　２月18日中央公民館講堂において、
なかの21市民講座 音楽鑑賞「ジェフ
リー・シルバーシュラッグ　トラン
ペットリサイタル」を開催しました。
　アメリカを代表するトランペット
奏者ジェフリー・シルバーシュラッ
グ氏の来日に際し、実現したこのリ
サイタル。ピアノ奏者の青山夏実さん
の協演により全７曲が演奏されました。
　開演とともに、トランペットとピ
アノの音色が会場全体を包み込み、
市内外からお越しいただいた約200
人の皆さんは、冬寒の夜、至福のひ
と時を過ごされました。

トランペットを演奏するシルバーシュラッグ氏トランペットを演奏するシルバーシュラッグ氏 

お問合せ先

３月の展示コーナー



あなたとわたし　　未来への    ２ ０ ０ ６.３  №３通巻№50

　　＜中野市男女共同参画計画＞
　　　　　　　　　「共にいきいき　なかのプラン」　

　　　　　すべての市民が、性別にかかわらず

　　　　　　　　　　お互いの生き方を尊重し合い、

　　　　　　　　　　　　　　　個性豊かに生きることができる

　　　男女共同参画社会の実現をめざします。

　この計画の目標達成に向けて身近なところから実践しましょう。

交 差 点

“あいとぴあ”男女共同参画啓発かるた

※ただ、悩んでいたり、我慢するだけで解決することはありません。
　おかしい事、不満な事を、声に出してみると、案外賛同者がいるかもしれません。

１　交 差 点

にに
ぎ
や
か
に

　

料
理
教
室

　
　

パ
パ
ハ
ッ
ス
ル

な悩
ま
ず
に

　
 
声
を
出
そ
う
よ

  　
　
　

胸
の
う
ち



実
行
委
員　

金
井  
哲
雄

　

私
た
ち
男
女
共
同
参
画
社
会
づ
く

り
実
行
委
員
会
で
は
、
男
女
共
同
参

画
に
つ
い
て
、
多
く
の
ひ
と
に
理
解

し
て
い
た
だ
く
た
め
、
今
年
度
は
長

野
県
の
男
女
共
同
参
画
セ
ン
タ
ー

�
あ
い
と
ぴ
あ�
か
ら
借
用
し
た
パ

ネ
ル
の
展
示
と
フ
リ
ー
ジ
ャ
ー
ナ
リ

ス
ト
江
川
紹
子
さ
ん
に
よ
る
講
演
会

を
企
画
し
、
運
営
い
た
し
ま
し
た
。

　

江
川
さ
ん
は
、
ま
ず
、
自
分
の
作

っ
た
Ｃ
Ｄ
の
話
か
ら
、「
子
ど
も
に
き

れ
い
な
日
本
語
で
歌
う
子
守
歌
を
聴

か
せ
た
い
。
そ
し
て
父
親
も
育
児
に

参
加
す
る
時
代
な
の
で
、
男
の
人
の

歌
う
子
守
歌
が
あ
れ
ば
い
い
な
あ
」

と
い
う
話
を
さ
れ
ま
し
た
。

　

男
女
共
同
参
画
と
い
う
と
ど
う
し

て
も
、
堅
苦
し
く
感
じ
ま
す
が
、
江

川
さ
ん
は
も
っ
と
柔
軟
に
と
ら
え
て

　

父
親
た
ち
の
育
児
を
、
義
務
と
し

て
で
は
な
く
、
も
っ
と
夢
が
あ
り
、

楽
し
む
も
の
と
し
て
イ
メ
ー
ジ
し
て

欲
し
い
と
い
う
メ
ッ
セ
ー
ジ
な
の
だ

と
感
じ
ま
し
た
。

　

さ
ら
に
夢
の
実
現
に
つ
い
て
の
お

話
を
さ
れ
ま
し
た
が
、
こ
こ
が
一
番

私
に
は
、
印
象
深
く
、
考
え
さ
せ
ら

れ
ま
し
た
。

　

ご
く
普
通
の
家
庭
に
育
っ
た
若
者

が
、
自
分
ら
し
さ
や
自
分
の
存
在
の

意
義
を
探
し
て
オ
ウ
ム
真
理
教
に
入

り
、
教
祖
の
命
令
で
坂
本
弁
護
士
一

家
の
殺
害
と
い
う
取
り
返
し
の
つ
か

な
い
罪
を
犯
し
て
し
ま
っ
た
こ
と
に

ふ
れ
「
夢
は
、
自
分
の
足
を
地
に
つ

け
て
そ
の
向
こ
う
に
あ
る
も
の
を
求

め
よ
う
、
一
足
飛
び
に
た
ど
り
着
こ

う
と
す
る
の
は
、
危
な
い
」
と
言
わ

れ
ま
し
た
が
、
ほ
ん
と
う
に
そ
の
と

お
り
だ
と
強
く
共
感
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
多
く
の
若
者
た
ち
に
聴
い

て
欲
し
い
言
葉
だ
と
思
い
ま
し
た
。

　

そ
し
て
、「
も
う
年
だ
か
ら
と
あ
き

ら
め
な
い
で
、
自
分
自
身
で
や
り
た

い
こ
と
を
み
つ
け
て
、
い
き
い
き
と

生
き
る
大
人
の
姿
を
若
者
に
み
せ
る

こ
と
が
大
事
」
と
い
う
言
葉
は
深
く

う
な
ず
け
る
も
の
で
し
た
。

　

今
回
の
講
演
を
聞
き
、
と
て
も
元

気
を
も
ら
っ
た
気
持
ち
が
し
ま
し
た
。

ま
ず
自
分
が
い
き
い
き
と
生
活
し
て

い
く
こ
と
が
大
切
だ
と
考
え
、
自
分

の
ま
わ
り
を
も
う
一
度
見
直
し
て
、

新
し
い
こ
と
に
も
ど
ん
ど
ん
挑
戦
し

て
い
き
た
い
と
思
う
よ
う
に
な
り
ま

し
た
。

　交 差 点　２

「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「
共共共共共共共共共共共共共共共共共共共共
にににににににににににににににににににに
いいいいいいいいいいいいいいいいいいいい
きききききききききききききききききききき
いいいいいいいいいいいいいいいいいいいい
きききききききききききききききききききき

「
共
に
い
き
い
き

市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市
民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民
のののののののののののののののののののの
つつつつつつつつつつつつつつつつつつつつ
どどどどどどどどどどどどどどどどどどどど
いいいいいいいいいいいいいいいいいいいい
」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」

市
民
の
つ
ど
い
」

江
川
紹
子
講
演
会
に
つ
い
て

中
野
市
男
女
共
同
参
画

社
会
づ
く
り 講演をする江川紹子さん

男女共同参画社会づくり実行委員のみなさん。

　

入
場
者
数
５
３
８
名
の
う
ち
２
１

６
名
の
方
か
ら
ア
ン
ケ
ー
ト
を
頂
き

ま
し
た
。

　

良
か
っ
た　
　
　
  　

人
165

　

普
通　
　
　
　
　
　
　

人
31

　

良
く
な
か
っ
た　
　

６
人

　

不
明　
　
　
　
　
　
　

人
14

講
演
会
の
感
想
よ
り

・
子
ど
も
に
夢
を
持
つ
よ
う
に
言
っ

て
き
ま
し
た
が
、
間
違
い
で
、
大
人

が
自
分
で
夢
を
持
つ
こ
と
の
大
切
さ

を
切
実
に
感
じ
て
い
ま
す
。

男
女
共
同
参
画
社
会
づ
く
り
事
業

合
併
記
念
交
流
イ
ベ
ン
ト



����������������������������������������������
����������������������������������������������
����������������������������������������������
����������������������������������������������
����������������������������������������������
����������������������������������������������
����������������������������������������������
����������������������������������������������
����������������������������������������������
����������������������������������������������
����������������������������������������������
����������������������������������������������
����������������������������������������������
����������������������������������������������
����������������������������������������������
����������������������������������������������

３　交 差 点

『
当
役
』
に
参
画
し
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　

上
野　

紀
子

　

現
在
私
は
、
平
成
十
七
年
度
中
野

市
柳
沢
区
副
区
長
（
会
計
）
と
い
う

役
目
を
終
え
、
重
い
と
感
じ
た
責
任

か
ら
離
れ
て
、
ど
っ
と
押
し
寄
せ
た

疲
れ
も
、
や
っ
と
癒
え
つ
つ
あ
る
状

況
で
す
。

　

中
野
市
住
民
と
な
っ
て
二
年
目
、

年
齢
も
三
十
代
で
、『
女
性
』
で
あ

る
私
が
当
役
に
な
っ
た
の
は
、
そ
の

順
番
が
、
我
が
「
イ
エ
」
に
回
っ
て

き
て
、
本
来
参
画
す
る
こ
と
に
な
っ

て
い
た
義
父
が
体
調
を
崩
し
、
代
打

す
る
べ
き
総
領
の
夫
が
仕
事
の
都
合

で
留
守
が
ち
で
あ
っ
た
た
め
、
私
が

代
打
の
代
打
と
い
う
立
場
で
、
家
族

か
ら
頼
み
込
ま
れ
て
し
ぶ
し
ぶ
納
得

し
た
の
が
実
際
な
の
で
し
た
。

　

初
顔
合
わ
せ
の
際
に
、
他
の
当
役

仲
間
か
ら
代
理
と
し
て
参
加
な
の
か
、

当
人
と
し
て
参
画
す
る
の
か
と
、
私

の
意
志
を
確
認
さ
れ
ま
し
た
。
そ
こ

か
ら
私
の
中
に
「
参
画
」
と
い
う
責

任
へ
の
自
覚
が
生
ま
れ
ま
し
た
。
今

で
も
そ
の
時
を
思
い
出
す
と
し
ゃ
ん

と
背
筋
を
伸
ば
さ
ず
に
は
い
ら
れ
な

い
感
覚
に
な
り
ま
す
。

　

ま
た
、
中
野
市
も
倭
と
い
う
地
域

も
何
も
か
も
が
知
ら
な
い
こ
と
ば
か

り
で
し
た
が
「
女
性
だ
か
ら
」
と
い

う
理
由
で
甘
え
て
責
任
を
逃
れ
ら
れ

る
こ
と
は
無
く
、
無
知
で
参
画
す
れ

ば
そ
れ
な
り
に
発
言
も
い
い
加
減
に

な
っ
て
し
ま
う
の
で
、
常
に
教
え
を

請
い
、
教
わ
り
、
学
び
、
教
え
を
生

か
し
な
が
ら
参
画
し
て
い
き
ま
し
た
。

　

男
女
の
如
何
問
わ
ず
、
学
ん
で
体

験
し
た
こ
と
が
身
に
付
い
て
後
に
役

立
つ
こ
と
が
『
社
会
参
画
』
だ
と
思

い
ま
す
。
そ
の
た
め
に
は
、
勇
気
を

出
し
て
体
験
す
る
こ
と
が
大
切
な
の

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

十
七
年
度
倭
地
区
区
長
会
長
始
め
、

区
長
会
の
皆
様
方
に
は
ご
指
導
ご
鞭

撻
い
た
だ
き
ま
し
て
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。
ま
た
、
非
力
な
私
を

励
ま
し
、
柳
沢
区
民
と
し
て
も
成
長

さ
せ
、
育
て
て
く
れ
た
当
役
仲
間
に

こ
の
場
を
お
借
り
し
て
感
謝
と
お
礼

を
述
べ
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

も
う
す
ぐ
平
成
十
八
年
度
が
は

じ
ま
り
ま
す
が
、
各
地
域
で
は
新

し
い
役
員
さ
ん
で
ス
タ
ー
ト
し
て

い
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

　

地
域
で
の
役
員
は
、
ま
だ
、
圧

倒
的
に
男
性
が
多
い
の
で
す
が
、

女
性
で
立
派
に
や
り
こ
な
し
た
方

も
い
ま
す
。

　

次
回
か
ら
役
員
の
選
出
範
囲
に
、

女
性
も
入
れ
て
み
て
は
い
か
が
で

し
ょ
う
か
。

一番左が上野さん。前にずらりと並んだ
ちょうちんは、お祭りに使ったもの。こ
れを持って神殿にも入ったとの事です。

　

男
女
共
同
参
画
推
進
室
で
は
、
様

々
な
事
業
を
実
施
し
て
お
り
ま
す
。

あ
な
た
も
参
加
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

　

い
ず
れ
も
男
女
を
問
い
ま
せ
ん
。

①
社
会
づ
く
り
実
行
委
員
の
募
集

　

男
女
共
同
参
画
を
広
く
周
知
す
る

た
め
の
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し
ま
す
。

　

企
画
運
営
の
ス
タ
ッ
フ
を
募
集
い

た
し
ま
す
。

②
パ
ワ
ー
ア
ッ
プ
講
座
の
募
集

　

あ
な
た
自
身
の
力
を
パ
ワ
ー
ア
ッ

プ
す
る
た
め
、
講
座
や
研
修
に
参
加

し
て
み
ま
せ
ん
か
。
小
さ
い
お
子
さ

ん
が
い
る
方
に
は
保
育
室
を
用
意
い

た
し
ま
す
。

③
出
前
講
座
の
募
集

　

あ
な
た
の
都
合
の
良
い
場
所
・
時

間
に
講
座
を
開
催
し
ま
す
。

　

あ
な
た
の
希
望
を
入
れ
て
楽
し
い

講
座
を
つ
く
り
ま
す
。

　

以
上
の
三
つ
を
募
集
し
て
お
り
ま

す
。
興
味
の
あ
る
方
は
男
女
共
同
参

画
室
へ
詳
細
を
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。



ご意見、ご感想、お問い合わせ、男女共同参画社会について、身近な問題等をお寄せく
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　交 差 点　４

�
相
談
日
及
び
相
談
時
間

　

月
・
水
・
金
曜
日
（
祝
日
は
除
く
）

�
電
話
相
談

　
　

午
前
９
時
〜
午
後
５
時

�
面
接
相
談
（
要
予
約
）

　
　

午
前
９
時
〜
午
後
１
時

�
相
談
電
話
番
号
は
２
３

－

４
８
１
０

（
シ
ン
パ
イ
ゼ
ロ
）
心
配
ゼ
ロ
と
覚
え

て
く
だ
さ
い
。

専
門
の
女
性
相
談
員
が
女
性
の
様
々
な
悩

み
の
相
談
を
お
受
け
し
て
お
り
ま
す
。

つ
い
、
子
供
を
叩
い
て
し
ま
う

お
か
あ
さ
ん
へ

　

小
さ
い
子
ど
も
の
世
話
は
、
大
変
で
す
。

ぐ
ず
ぐ
ず
し
て
い
る
う
え
に
、
い
う
こ
と

は
き
か
な
い
。
泣
き
声
を
聞
い
て
い
る
だ

け
で
イ
ラ
イ
ラ
し
て
き
ま
す
ね
。

　

で
も
、
そ
れ
で
叩
い
て
し
ま
う
の
は
、

お
か
あ
さ
ん
が
疲
れ
て
い
る
か
ら
な
の
で

す
。
体
の
疲
れ
も
で
す
が
、
さ
ま
ざ
ま
な

ス
ト
レ
ス
に
よ
っ
て
心
が
疲
れ
て
、
さ
さ

く
れ
て
い
る
せ
い
で
す
。
家
族
、
近
所
、

女
性
相
談
窓
口
か
ら

親
戚
づ
き
あ
い
、
お
金
の
こ
と
等
な
ど
…

　

子
育
て
は
「
母
親
の
仕
事
」「
母
親
の

責
任
」
の
プ
レ
ッ
シ
ャ
ー
や
「
子
守
が
仕

事
で
楽
だ
ろ
う
」
と
い
う
無
理
解
な
ど
、

た
く
さ
ん
の
ス
ト
レ
ス
を
抱
え
て
い
ま
せ

ん
か
。

　

そ
し
て
、
思
い
通
り
に
な
ら
な
い
子
ど

も
へ
カ
ッ
と
な
っ
て
手
を
上
げ
て
し
ま
う
。

後
に
な
っ
て
反
省
し
て
、
お
菓
子
を
買
っ

て
あ
げ
た
り
、
抱
き
し
め
た
り
し
て
い
ま

せ
ん
か
。

　

お
か
あ
さ
ん
自
身
は
気
づ
い
て
い
な
い

か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
子
ど
も
を
叩
く
こ

と
で
ど
う
に
も
な
ら
な
い
ス
ト
レ
ス
を
発

散
し
て
い
る
の
で
す
。

　

子
ど
も
の
た
め
で
も
、
し
つ
け
の
た
め

で
も
あ
り
ま
せ
ん
。

　

ス
ト
レ
ス
を
相
談
員
に
話
し
て
み
ま
せ

ん
か
。
自
分
の
ス
ト
レ
ス
や
不
満
を
話
す

こ
と
で
、
子
ど
も
を
叩
い
て
し
ま
う
こ
と

が
減
れ
ば
い
い
で
す
ね
。

　

母
親
が
穏
や
か
な
気
持
ち
で
い
る
こ
と

が
、
子
ど
も
に
と
っ
て
一
番
い
い
こ
と
で

す
。

　

ど
う
ぞ
、
気
楽
に
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。
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Ｇ
Ｅ
Ｍ
（
ジ
ェ
ン
ダ
ー
）
と
は
、

女
性
が
政
治
及
び
経
済
活
動
に
参
加

し
、
意
思
決
定
に
参
加
で
き
る
か
ど

う
か
を
測
る
も
の
で
す
。
具
体
的
に

は
、
国
会
議
員
に
占
め
る
女
性
割
合
、

管
理
職
に
占
め
る
女
性
割
合
及
び
男

女
の
推
定
所
得
を
用
い
て
算
出
し
て

い
ま
す
。

男女協同参画の国際的状況
ＧＥＭ：ジェンダー・エンパワーメント指数の国際比較
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本
当
に
日
本
の
女
性
は
、
強
く
な
っ
た
の
で
し
ょ
う
か
？
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国連開発計画「人間開発報
告書」より作成
※ＧＥＭ値の最高値は 「１」 です

GEM値国名順位
0.928ノルウェー第１位
0.880デンマーク第２位
0.857スウェーデン第３位
0.834アイスランド第４位
0.833フィンランド第５位
0.828ベルギー第６位
0.826オーストラリア第７位
0.814オランダ第８位
0.813ドイツ第９位
0.807カナダ第10位
0.705スイス第11位
0.793米国第12位
0.779オーストリア第13位
0.769ニュージーランド第14位
0.745スペイン第15位
0.724アイルランド第16位
0.719バハマ第17位
0.716英国第18位
0.668コスタリカ第19位
0.665アルゼンチン第20位 …

0.563パナマ第40位
0.555マケドニア第41位
0.538タンザニア第42位
0.534日本第43位
0.528ハンガリー第44位
0.527ドミニカ共和国第45位
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